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都内主要ターミナル駅からも好アクセス
○東京～横浜　JR東海道本線　　　　　　　　　　24分
○品川～横浜　京浜急行快速特急（快特）　　　　　17分
○新宿～横浜　JR湘南新宿ライン（横須賀線）　　　32分
○渋谷～横浜　東急東横線・みなとみらい線（特急）　26分

山手線

中央本線 総武線

小田急線

横浜線
東急東横線

東急田園都市線

湘南新宿
ライン

みなとみらい線

横須賀線

京浜東北線/根岸線

京浜急行

東海道本線

東海道新幹線
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上越・長野新幹線
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地下鉄
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新宿

渋谷
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東京
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秋葉原

上野

西船橋御茶ノ水四ツ谷
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西大井

新川崎
川崎

東神奈川

横浜

武蔵小杉

菊名

あざみ野

新横浜
二俣川

町田

中央林間

相模大野

湘南台

藤沢

戸塚

大船
上大岡

石川町 関内

桜木町

横須賀

元町・中華街
馬車道
みなとみらい

久里浜

恵比寿

大和

■学生募集課程概要

情報セキュリティ専攻
博士前期（修士）課程 [2年制]

博士前期（修士）課程 [1年制]

博士後期課程

2年
1年
3年

40名
若干名
8名

情報セキュリティ研究科　　

研究科 専攻　 課程 標準修業年限 募集人員

詳細は本学ウェブサイトでご確認ください。

■入学者選考方法

面接（プレゼンテーションを含む）および志望理由書、学業成績、小論文等出願書類審査を総合して行う
面接（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査を総合して行う
面接（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査を総合して行う
口述試験（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査によって、研究能力を総合的に判定する

博士前期（修士）課程 [2年制]　　

博士前期（修士）課程 [1年制]

博士後期課程

一般入試
社会人入試

学生募集要項、入学願書等は本学ウェブサイトよりダウンロードできます。また、大学院説明会、オープンキャンパス等の入試イベントについての情報も随時ウェブサイト上でご案内していますので、あわせてご覧ください。

　http: // www.iisec.ac.jp/

〒221- 0835　神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-14-1　お問い合わせ先　045-311-7784　iisec@iwasaki.ac.jp

（横浜駅きた西口より徒歩1分）

相鉄岩崎学園ビル

横浜駅 きた西口

西口

高島屋

東京方面→

JR線・東急線・京浜急行線

←大船 横須賀方面

情報セキュリティ
大学院大学

横浜ベイ
シェラトンホテル
＆タワーズ

ヨドバシ
カメラ

天理ビル

モアーズ

鶴屋橋

（岩崎学園横浜西口3号館）

相鉄
ジョイナス

抜粋版



新
た
な
技
術
で
リ
ア
ル
と
サ
イ
バ
ー
の
垣
根
が
取
り
除
か
れ
、

世
界
中
の
人
々
が
豊
か
な
暮
ら
し
、環
境
、未
来
を
共
有
す
る

社
会
の
実
現
へ
。そ
の
た
め
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
信
頼
性

の
確
保
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
領
域

で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
力
が
必
要
で
す
。２
０
２
０
年
に
行
わ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、２
０
２
５
年
に

予
定
さ
れ
る
大
阪
の
日
本
国
際
博
覧
会
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
日

本
は
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
続
き
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備

え
る
社
会
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
お
い
て
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
時
期
と
も
い
え
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
開
学
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
大

学
院
大
学
）で
は
、こ
う
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に

早
く
か
ら
着
目
し
、高
い
専
門
性
を
持
つ
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。修
了
生
は
博
士
前
期
・
博
士

後
期
合
計
で
４
０
０
名
を
超
え
、企
業
や
省
庁
な
ど
社
会
の
各

分
野
で
活
躍
中
で
す
。し
か
も
こ
の
人
脈
を
在
学
時
か
ら
生
か

す
た
め
、Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
学
生
は
入
学
直
後
に
同
窓
会
に
も
入

会
し
、修
了
生
と
活
発
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
文
理
融
合
の
学
問
体
系
と
、実
務
経
験
・
指
導
経
験
が

豊
富
な
教
員
を
中
心
に
、実
践
力
を
養
う
教
育
・
研
究
指
導
も

大
き
な
特
色
。多
様
な
科
目
を
選
ぶ
指
針
と
な
る
よ
う
４
つ
の

コ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
を
設
定
し
、専
門
性
や
将
来
の
目
標
に
合
う

学
習
設
計
を
容
易
に
す
る
一
方
、興
味
に
応
じ
て
コ
ー
ス
間
の

自
在
な
履
修
も
可
能
な
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。こ
の
よ

う
な
先
進
的
な
教
育
に
よ
り
、国
際
都
市
・
横
浜
か
ら
世
界
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

D案

リアルとサイバーが融合し、
想像を超えたイノベーションが加速する。
共有する未来には、
情報セキュリティの力が必要だ。



　
大
学
の
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
で
、Ｉ

Ｔ
活
用
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
面
白
さ
を
知

り
、そ
れ
を
高
校
生
に
伝
え
た
く
て
情
報
科

教
員
を
目
指
し
ま
し
た
。し
か
し
学
部
卒
で
は

知
識
・
経
験
が
足
り
な
い
と
考
え
て
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
へ
の
進
学
を
検
討
。情
報
を
適
切
に
扱
っ
て

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
不
十
分
な
知
識
が
も
た

ら
す
リ
ス
ク
が
専
門
的
に
学
べ
、社
会
人
学
生

と
も
交
流
で
き
る
点
が
魅
力
で
し
た
。

　
と
は
い
え
文
系
出
身
で
も
数
理
関
係
の
科

目
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
い
、

入
学
前
の
大
学
院
説
明
会
に
は
２
度
参
加
。特

に
２
度
目
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
安
全
に
関

す
る
教
育
が
専
門
の
稲
葉
緑
先
生
の
模
擬
講

義
で
、「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
技
術
と
法
律
と

心
理
学
が
重
要
」と
聞
き
、学
ぶ
分
野
の
幅
広

さ
に
興
味
を
持
っ
て
入
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
私
が
高
校
の
情
報
科
で
、生
徒
に
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
と
考
え
る
の
が
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
。Ｉ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
は
リ
ス
ク
分
析
や
対
策
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
目
的
と
し
た「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」が
近
い
と
考
え
、こ
の

コ
ー
ス
に
沿
っ
て
科
目
を
選
択
し
て
い
ま
す
。ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
特
許
を
は
じ
め
知
的
財
産
の
現

状
を
知
る「
知
的
財
産
制
度
」の
ほ
か
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
」「
情
報
デ
バ
イ
ス
技

術
」な
ど
私
に
と
っ
て
未
知
の
分
野
が
学
べ
る

科
目
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
土
曜
日
を
除
い
て
２
時
限
か
ら
と
５
時
限
か

ら
に
分
か
れ
、５
時
限
か
ら
の
日
は
講
義
ま
で
ア

ル
バ
イ
ト
に
従
事
。た
だ
後
期
か
ら
は
履
修
科

目
が
少
し
増
え
て
日
中
の
空
き
時
間
が
減
る
の

で
、教
員
免
許
を
生
か
し
て
市
内
の
学
校
で
の

非
常
勤
勤
務
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
４
時
限
と
５
時
限
の
間
は
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
に

希
望
者
が
集
ま
り
、さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で
語
り

合
う「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」。今
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業

界
の
動
向
な
ど
、教
室
で
の
会
話
よ
り
く
だ
け

た
裏
話
的
な
話
も
聞
け
る
の
で
、よ
り
深
い
知

識
と
広
い
視
野
を
持
つ
教
師
に
な
れ
る
よ
う

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
火
曜
日
５
・６
時
限
は
指
導
教
員
の
稲
葉

先
生
の
研
究
室
で
研
究
指
導
。私
の
テ
ー
マ
は

「
中
学
校
・
高
校
の
生
徒
へ
の
効
果
的
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
教
育
」と「
学
校
自
体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向
上
」で
、稲
葉
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

参
考
に
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
私
た
ち
の
世
代
が「
情
報
は
探
し
て
利
用

す
る
」と
考
え
る
の
に
対
し
、現
在
の
中
高
生

はT
ikT
ok

の
人
気
で
分
か
る
よ
う
に「
情
報

は
発
信
し
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
も
の
」と

感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。そ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ

を
前
提
と
し
た
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含

め
、個
人
情
報
の
適
切
な
扱
い
な
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
教
育
を
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
法
律
や
心
理
学
が

　重
要
と
聞
い
て
入
学
を
決
意

◉ 

高
校
生
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

　役
立
つ
科
目
を
念
頭
に
履
修

◉ 
社
会
人
学
生
と
親
密
に
話
せ
る

　「テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」は
貴
重
な
時
間

◉ 

私
た
ち
と
は
情
報
の
捉
え
方
が
異
な
る

　高
校
生
に
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育

1＞横浜駅近くで、通学に便利なこともIISECを選んだポイント。　2＞指導教員の稲葉先生の授業「統計的方
法論」では、研究の推進に必要なデータ処理・分析手法を学んでいます。　3＞ 4時限と5時限の間は1階ラウ
ンジでティータイム。セキュリティ業界で働く先輩・同級生から、ざっくばらんな話が聞けます。　4＞学校
で中高生の個人情報をどう扱っているかというテーマの先行研究を調査。

Change My Life

大学院でこう変わった ［ 新 入 生 編 ］Change My Life

稲葉 啓太さん
高校生に情報リテラシーを教えられる
教師になるため専門知識を磨いています。

大学院でこう変わった。
私の生活、私の仕事。
情報セキュリティに関連した企業、研究分野の第一線で活躍する教授陣。社会人が約8割という学生たち、当事者意識にもとづく白熱した討論…。

学問の場と実社会がクロスし、響き合う研究体験。この大学院大学には、他の大学院では得られない、特別な2年間が待っています。

現代社会が抱えるリスクの解決を目指している方。未知の分野で知的興奮を実感している方。企業が求める実力を身につけた先輩。

大学院の体験を通じて、意識や生活、仕事への考え方がどう変わったか、それぞれの1週間の予定とあわせてご紹介します。

また修了生の立場から、大学院修了後に就職した仕事の内容や、「仕事に役立つ大学院での学び方」のアドバイスを掲載。

様々なバックグラウンドを持つ学生が、「情報セキュリティ」を軸に幅広い分野を網羅するカリキュラムで学び、研究を続け、

新たな可能性を開いていく…情報セキュリティ大学院大学の魅力を、在学生、修了生の変化を通じてご確認ください。
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1 2

3 4

私
の
１
週
間

情報セキュリティ研究科 博士前期課程1年

國學院大學経済学部卒業

1 時限
2 時限
3 時限
4 時限

9:00 ～ 10:30
10:40 ～ 12:10
13:00 ～ 14:30
14:40 ～ 16:10

9:00 ～ 10:30
10:40 ～ 12:10
13:00 ～ 14:30
14:40 ～ 16:10

5 時限
6 時限
α

18:20 ～ 19:50
20:00 ～ 21:30
22:00 ～ 24:00

16:20 ～ 17:50
－

18:00 ～ 24:00

月曜日～金曜日

授業時間

土曜日 月曜日～金曜日 土曜日

時
限

1

2

3

4

5

6

α

月 火 水 木 金 土 日

オペレーティング
システム

プログラミング

セキュアシステム
構成論

知的財産制度

研究指導

研究指導
情報セキュリティ

輪講Ⅰ

インターネット
テクノロジ

セキュリティの
法律実務

ネットワークシステム
設計・運用管理

法学基礎

暗号・認証と
社会制度

情報デバイス
技術

マスメディアと
リスク管理

統計的方法論

リスクマネジメント

アルバイト アルバイトアルバイト

21:30に終わってそのまま帰宅。講義の復習は翌朝早くから始めることが多い

勉強もアル
バイトも
しない完全
オフ日で、
気持ちを
切り替え

情報セキュリティ
技術演習Ⅰ

自宅学習 自宅学習

早めに来て
予習

帰宅



　
私
は
三
井
住
友
銀
行
の
子
会
社
で
あ
る
さ

く
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
、

オ
ー
プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
た
サ
ー
バ
ー

運
用
の
ほ
か
、お
客
様
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
設

計
な
ど
も
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
社
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
等
を
取
得
し
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、近
年
増
え
て
い
る

の
が「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
検
討
し
た

い
」と
い
う
ご
希
望
で
す
。こ
れ
に
応
え
る
に

は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
概

念
を
も
と
に
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
提

案
で
き
る
人
材
が
必
要
と
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
と
き
、上
司
に
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
学
ぶ
こ
と

を
勧
め
ら
れ
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
技
術
系
の
科
目
に
加
え
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
法
律
に
関
す
る
科
目
も
幅
広
く
履
修

し
、企
業
経
営
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要

性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。研
究
テ
ー
マ
は
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
を
扱
う
予

定
で
、上
流
工
程
で
安
心
・
安
全
に
使
え
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
枠
組

み
、実
装
指
針
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
入
学
と
同
時
に
、新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

創
出
な
ど
を
主
導
す
る
技
術
開
発
部
に
異
動

し
た
の
で
す
が
、開
発
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
密

接
な
関
係
に
あ
り
、Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
の
経
験
を

さ
ら
に
広
く
生
か
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
５
・６
時
限
と
土
曜
日
の
講
義
を
中
心
に
、

研
究
指
導
の
あ
る
火
曜
日
な
ど
は
午
後
か
ら

受
講
し
、業
務
が
重
な
る
金
曜
日
は
終
日
社
内

に
。月
曜
日
は
振
替
休
日
で
す
が
、勉
強
の
た

め
図
書
館
な
ど
に
行
く
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
運
用
が
主
務
だ
っ
た
の

で
、「
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
」な
ど
は
経
験
で
得
た
知
識

を
体
系
的
に
整
理
し
つ
つ
、よ
り
深
く
学
べ
る

科
目
。逆
に
企
業
経
営
を
考
え
る「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
経
営
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」は
非
常
に
新
鮮
で
、

組
織
の
中
で
ど
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
い

く
か
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
輪
講
」は
各
自
が

発
表
す
る
最
近
の
技
術
動
向
や
社
会
制
度
な

ど
を
も
と
に
討
議
。知
識
が
広
が
る
と
同
時

に
、調
査
や
研
究
の
進
め
方
な
ど
も
学
べ
ま
す
。

　
指
導
教
員
の
藤
本
先
生
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
経
営
の
視
点
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

見
て
き
た
方
。現
場
の
経
験
か
ら
考
え
る
私
と

は
異
な
る
視
点
か
ら
助
言
を
い
た
だ
け
、思
考

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。社
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人

材
不
足
に
危
機
感
を
抱
き
、自
分
が
そ
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
こ
と
も
入
学

目
的
の一つ
な
の
で
、研
究
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
論

文
を
書
く
だ
け
で
な
く
、多
様
な
科
目
を
学

ん
で
知
識
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
知
識
を
養
う

◉ 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
安
全
に

　
提
供
す
る
た
め
の
実
装
指
針
を
検
討

◉ 

経
営
学
や
心
理
学
な
ど
の
視
点
で

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
講
義
が
新
鮮

◉ 

経
営
の
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

　
思
考
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く

1＞指導教員の藤本先生に研究テーマを絞り込む方向性を相談。  2＞講義の空き時間や終了後は落ち着い
て勉強できる院生室に。先輩が質問に答えてくれます。  3＞毎週火曜日の5・6時限は研究指導で、現在は先
輩方が研究の進捗を発表。  4＞図書室にはセキュリティ関連の文献もそろうので便利。

大学院でこう変わった ［ 新 入 生 編 ］Change My Life

鈴木 優一さん
外部のクラウドサービスまで考慮した
セキュリティを実現できる人材を目指す。

56

11 22

3

3

4

私
の
１
週
間

　
私
は
法
学
部
出
身
で
専
門
は
国
際
関
係

論
で
し
た
。卒
業
後
に
入
省
し
た
官
公
庁
も
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
と
直
接
的
に
は
関
連
の
な
い
部
署

で
し
た
。た
だ
、近
年
の
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
と
し

て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
心
を
持
っ
て
大

学
院
で
専
門
的
に
学
び
た
い
と
思
い
、自
己
研

鑽
も
目
的
に
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
入
学
し
て
感
じ
た
の
は
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
研
究
は
実
社
会
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、Ａ

Ｉ
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
と
い
っ
た
技
術
ト

レ
ン
ド
も
い
ち
早
く
採
り
入
れ
る
な
ど
、非
常

に
有
用
性
の
高
い
学
問
だ
と
い
う
点
。ま
た
演

習
で
は
仮
想
環
境
の
中
で
脆
弱
な
サ
ー
バ
ー
を

実
際
に
攻
撃
す
る
な
ど
、攻
撃
者
の
視
点
を

体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
テ
ー
マ
は「
機
械
学
習
を
用
い
た
サ

イ
バ
ー
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
抽
出
手
法
」で
、

主
に
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
か
ら
取
得
し
た
情
報
を
Ａ
Ｉ

◉ 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
や

　
自
己
研
鑽
の
た
め
に
入
学

◉
Ａ
Ｉ
で
の
サ
イ
バ
ー
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

抽
出
を
テ
ー
マ
に
企
業
と
共
同
研
究
を
行
う

情報セキュリティ研究科 博士前期課程1年

さくら情報システム株式会社
業界も専門分野も異なる教員・学生が、セキュリティをテーマに、
それぞれの切り口で講義や研究を行う点にもひかれてIISECに入学。

大学院でこう変わった ［ 修 了 生 編 ］Change My Life

林 翔太さん
IISECがセキュリティ業界への転職の契機に。
在学中の多様な経験が実務に生きています。
情報セキュリティ研究科　博士前期課程　2018年3月修了

デロイトトーマツサイバー合同会社
CIC（サイバー インテリジェンス センター）
法学部卒業後、官公庁に勤務。個人的関心からIISECに入学し、
修士論文の研究をはじめ在学中に培った専門性を生かして現職に。

で
分
析
し
、有
益
な
情
報
を
効
率
的
に
抽
出
す

る
方
法
を
実
践
に
即
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
に
は
多
く
の
フ
ェ
イ
ク
な
情
報

の
中
に
、企
業
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
内
容
な

ど
有
用
な
情
報
が
紛
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た

情
報
の
抽
出
に
は
Ａ
Ｉ
が
適
し
て
い
る
と
考
え

た
の
で
す
が
、学
習
用
に
膨
大
な
デ
ー
タ
を
用

意
し
、Ａ
Ｉ
が
読
め
る
よ
う
成
形
す
る
準
備
段

階
に
も
多
大
な
労
力
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
指
導
教
員
の
橋
本
先
生
か
ら
は
、こ
う

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
化
し
て
い
る
企
業
を
紹

介
い
た
だ
き
、そ
の
企
業
と
の
共
同
研
究
と

な
っ
た
点
は
大
変
有
益
で
し
た
。

　
当
初
は
自
分
の
知
識
向
上
が
目
的
で
し
た

が
、Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
で
学
ぶ
中
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
の
将
来
性
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
、こ
の
業
界

へ
の
転
職
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

こ
で
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
先
生
方
や
同
級
生
・
先
輩

に
も
相
談
し
、修
了
後
に
デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

リ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
入
社
。現
在
は

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

サ
イ
バ
ー
合
同
会
社
に
転

籍
し
、サ
イ
バ
ー
脅
威
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
も

と
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
リ
ス
ク
分
析
を
行
う
な

ど
、大
学
院
で
の
知
識
・
経
験
を
生
か
し
た
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。

　
デ
ロ
イ
ト 
ト
ー
マ
ツ
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
シ

ス
テ
ム
を
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
守
る
部
署
を
Ｃ

Ｉ
Ｃ（C

yber Intelligence C
enter

）と
呼

び
、独
自
に
収
集
・
分
析
し
た
サ
イ
バ
ー
脅
威

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
も
と
に
対
応
し
て
い
ま

す
。私
は
そ
の
中
で
も
、ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
か
ら
情

報
を
収
集
し
て
リ
ス
ク
分
析
を
行
う
な
ど
、イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
へ
の
強
み
を
当
社
の
付
加
価

値
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
で
は
次
の
ト
レ
ン
ド
に
な
り
そ

う
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
情
報
も
見
つ
か
る
た

め
、今
後
の
攻
撃
を
予
測
し
、対
策
を
行
う
た

め
に
も
非
常
に
有
効
で
す
。

　
当
社
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
に
特
化
し

た
人
材
育
成
制
度
が
あ
り
、そ
れ
を
生
か
し

て
さ
ら
に
自
分
を
成
長
さ
せ
る
の
が
今
後
の

目
標
で
す
。研
究
で
は
、Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
橋
本

研
究
室
で
客
員
研
究
員
も
務
め
て
お
り
、業

務
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
サ
イ
バ
ー
脅
威
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

1＞ 修了後も客員研究員としてIISECに在籍。橋本
先生との打ち合わせも。　2＞業務の中心はサイバ
ー空間調査と報告書作成のため、パソコンの前にい
ることがほとんど。3＞報告書は必ずクライアントを
訪問して説明するため、数日に1度は外出。

出社後はメールやセキュリティ関連の
ニュースサイトなどで、最新の情報を
チェック。

私
の
１
日

◉
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
の
情
報
も
加
え

　
顧
客
の
リ
ス
ク
を
分
析
す
る

■林さんのある一日

11:00

16:00

9:30

チームのミーティングで各自の業務進
み具合を確認する。

先日完成した報告書を持ってクライア
ントを訪問するため、準備して外出。

帰社して本日の訪問で得た情報の整理。
その後は流出した情報が掲載されるサ
イトなどを中心に、ダークウェブを定
期巡回して最新情報をキャッチする。
万一のときはクライアントに連絡も。

退社。

クライアントに報告書の内容を直接説
明する。その中で新たな情報要求をお
互いが認識し、次の報告書のテーマに
なることも多い。

「金融業界に関し、ダークウェブで最近
話題になったことは」というクライア
ントからの
依頼に対し、
報告書をま
とめ始める。

昼食

13:00

17:30

10:00

12:00

14:00

時
限

1

2

3

4

5

6

α

月 火 水 木 金 土 日

インターネット
テクノロジ

情報セキュリティ
輪講Ⅰ

セキュアシステム
構成論

オペレーティング
システム

研究指導

研究指導

帰宅 帰宅

業務

業務

帰宅

帰宅

業務

個人識別と
プライバシー保護

情報セキュリティ
技術演習Ⅰ

帰宅

業務

セキュリティ経営
とガバナンス

ネットワーク
システム設計・
運用管理

マスメディアと
リスク管理

日曜日は家
族と一緒に
過ごせる貴
重な日。妻と
分担して家
事を終わら
せる。その他、
プライベート
の時間（趣
味、食事会
など）

土曜日の受
講が勤務扱
いとなるた
め、月曜日は
原則振替休
日。朝夕の
子どもの送
り迎えのほ
か、講義の
予習・復習の
ため図書館
などに行くこ
とも（業務の
都合で出社
もあり）

院生室で
文献等を調べる

1 時限
2 時限
3 時限
4 時限

9:00 ～ 10:30
10:40 ～ 12:10
13:00 ～ 14:30
14:40 ～ 16:10

9:00 ～ 10:30
10:40 ～ 12:10
13:00 ～ 14:30
14:40 ～ 16:10

5 時限
6 時限
α

18:20 ～ 19:50
20:00 ～ 21:30
22:00 ～ 24:00

16:20 ～ 17:50
－

18:00 ～ 24:00

月曜日～金曜日

授業時間

土曜日 月曜日～金曜日 土曜日



情報セキュリティ研究科
博士前期・博士後期

教育課程編成の考え方
カリキュラムの特色

博士前期課程
 （修士課程）

育成する人材像
モデル履修プラン

実社会における適正な情報セキュリティの実現には、暗号技術、ネットワーク技
術、情報システム、管理運営、法制度、心理、情報倫理を融合させた総合的な対
応が必要であり、それぞれの専門家が幅広い視野と見識をもって協力しあうこ
とが不可欠です。情報セキュリティ研究科博士前期課程では、高度化・複雑化
する企業・官公庁等の現場ニーズを踏まえ、技術系・マネジメント系とも幅広い人
材育成需要、教育需要に応えるため、4つのコースフレームを2016年10月にリニ
ューアルしました。なお、指導教員の履修指導のもと、他のコースが推奨する科
目も自由に履修することができます。博士後期課程では、博士前期課程修了の
知識をベースに、情報セキュリティの構成要素に関わるそれぞれの専門分野に
おける先端的な研究を行います。前期課程からの一貫教育を活かした情報セ
キュリティに関するより深化した教育研究によって、社会の多様な領域でそれぞ
れの中核的人材として活躍する研究者、研究指導者の育成を目指します。また、
内部進学者のみならず、情報セキュリティ分野の研究経験をもった学外からの
入学者にも後期課程の門戸を開くことによって、全体として多角的な視点から総
合科学としての情報セキュリティの体系化に努めていきます。

広い視野に立って現実の情報セキュリティの問題解決を担う高度な専門技術者、
実務家と、将来方向をリードする創造性豊かな研究者を育成。

7

■ カリキュラムフレーム
本学ウェブサイトからシラバスを
ご覧いただけます（一部科目を除く）■ 開設科目一覧

■ 博士前期課程4コース

博士前期課程 （修士課程） 博士後期課程

Network,
Software &

 System 
Design

システムデザイン

Cyber Security 
& Governance

サイバーセキュリティ
とガバナンス

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
輪
講
Ⅰ

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
特
別
講
義

研
究
指
導

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
特
論

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
特
論

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
博
士
演
習

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
特
別
研
究

・暗号・認証と社会制度
・暗号プロトコル
・アルゴリズム基礎
・数論基礎
・暗号理論
・AIと機械学習
・個人識別とプライバシー保護
・統計的方法論
・統計的リスク管理
・情報セキュリティ技術演習Ⅰ  他

・暗号・認証と社会制度
・個人識別とプライバシー保護
・インターネットテクノロジ
・サイバーセキュリティ技術論
・情報システム構成論
・情報セキュリティ技術演習Ⅰ
・情報セキュリティマネジメントシステム
・セキュア法制と情報倫理
・法学基礎
・セキュリティの法律実務

・ネットワークシステム設計・運用管理
・セキュアシステム構成論
・情報デバイス技術
・情報システム構成論
・オペレーティングシステム
・セキュアプログラミングとセキュアＯＳ
・プログラミング
・ソフトウェア構成論
・情報セキュリティ技術演習Ⅰ
・アルゴリズム基礎  他

・情報セキュリティマネジメントシステム
・セキュリティシステム監査
・セキュリティ経営とガバナンス
・リスクマネジメント
・組織行動と情報セキュリティ
・統計的方法論
・Presentations for Professionals
・セキュア法制と情報倫理
・情報セキュリティ技術演習Ⅰ
・サイバーセキュリティ技術論  他

数理科学
Mathematical

Sciences

セキュリティ／
リスクマネジメント

Security & 
Risk 

Management

24 42

6
̶

履修
区分

単位
数 博士前期

（2年制）
博士前期
（1年制） 博士後期

修了に必要な単位数
科目区分 授業科目名

博士専門

研究指導

̶ ̶

̶
4

̶
̶

8

30 46 8

̶

計

情報セキュリティ輪講Ⅰ
情報セキュリティ特別講義
暗号・認証と社会制度
暗号プロトコル
アルゴリズム基礎
数論基礎
暗号理論
AIと機械学習
実践的IoTセキュリティ
個人識別とプライバシー保護
インターネットテクノロジ
サイバーセキュリティ技術論
ネットワークシステム設計・運用管理
セキュアシステム構成論
情報デバイス技術
情報システム構成論
オペレーティングシステム
セキュアプログラミングとセキュアOS
プログラミング
ソフトウェア構成論
情報セキュリティ技術演習Ⅰ
情報セキュリティ技術演習Ⅱ
情報セキュリティマネジメントシステム
セキュリティシステム監査
セキュリティ経営とガバナンス
リスクマネジメント
情報セキュリティ心理学
組織行動と情報セキュリティ
統計的方法論
統計的リスク管理
リスクの経済学
Presentations for Professionals
マスメディアとリスク管理
セキュア法制と情報倫理
法学基礎
知的財産制度
国際標準とガイドライン
セキュリティの法律実務
情報セキュリティ輪講Ⅱ
特設講義
特設実習
研究指導
プロジェクト研究指導
情報セキュリティ特別研究
情報セキュリティ博士演習
情報セキュリティ技術特論
情報セキュリティ管理特論

必修
必修
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
必修
必修
必修
必修
選択
選択

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
6
4
6
2
2
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■ 育成する人材像

○セキュリティマネージャー、ビジネスコンサルタント［マネジメント系］
情報セキュリティに関する総合的な知識を持ち、社会の変動要因や
制約条件を踏まえて適正なリスク分析・評価を行い、企業・組織における
実効性のある政策提言や人間系セキュリティ対策を担うリーダー

情報セキュリティに関する確かな専門知識と広い視野を備え、
セキュアなシステム・プロダクトの設計、開発、構築ができる技術者や、
技術面のコンサルティングを担う専門家

○エンジニア、システムコンサルタント［技術系］

2019年5月現在、以下の大学院・研究機関等と協定を締結しています。こうした大学間ネットワークを活用したさまざまな学習・研究機会等を利用することが可能です。
・神奈川県内の大学院間における大学院学術交流協定 ・東京大学大学院情報理工学系研究科
・中央大学大学院理工学研究科 ・The Information Security Group, Royal Holloway, University of London
・国立情報学研究所 ・大連大学　　他

■ 他大学院等との交流協定

■ 修了要件および学位

※１：教授会が優れた研究業績を上げたと認めた者については1年以上在学すれば足りるものとする。　※2：プロジェクト研究指導の成果物。

■ 履修モデル［博士前期課程2年制プログラム］

2年
1年

30単位以上
46単位以上

修士論文審査および最終試験 修士（情報学）
修士（情報学）

博士前期（修士）課程（2年制プログラム）　　
博士前期（修士）課程（1年制プログラム）

課程 標準修業年限 所要単位数 審査・試験等 学位

※１

※2リサーチペーパー　審査および最終試験

◎必須科目　　○履修標準科目

必修
必修
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
必修

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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○

○

◎

◎
◎
○

○
○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

◎

◎
◎
○
○
○

○
○
○
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○
○
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◎
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◎
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○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
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情報セキュリティ輪講Ⅰ
情報セキュリティ特別講義
暗号・認証と社会制度
暗号プロトコル
アルゴリズム基礎
数論基礎
暗号理論
AIと機械学習
実践的IoTセキュリティ
個人識別とプライバシー保護
インターネットテクノロジ
サイバーセキュリティ技術論
ネットワークシステム設計・運用管理
セキュアシステム構成論
情報デバイス技術
情報システム構成論
オペレーティングシステム
セキュアプログラミングとセキュアOS
プログラミング
ソフトウェア構成論
情報セキュリティ技術演習Ⅰ
情報セキュリティ技術演習Ⅱ
情報セキュリティマネジメントシステム
セキュリティシステム監査
セキュリティ経営とガバナンス
リスクマネジメント
情報セキュリティ心理学
組織行動と情報セキュリティ
統計的方法論
統計的リスク管理
リスクの経済学
Presentations for Professionals
マスメディアとリスク管理
セキュア法制と情報倫理
法学基礎
知的財産制度
国際標準とガイドライン
セキュリティの法律実務
情報セキュリティ輪講Ⅱ
特設講義
特設実習
研究指導

科目
区分

履修
区分

単位
数

セキュリティ／
リスクマネジメント
コース

サイバー
セキュリティと
ガバナンスコース

システム
デザイン
コース

数理科学
コース授業科目名

専攻

研究指導

［留意事項］・各コースの履修標準科目は、研究をスムーズに進めるために適切な科目選択ができるよう設定されているものです。各人の興味・関心領域、研
究テーマに応じて4つのコースからひとつを選択し、科目選択の目安としてください。また、研究テーマが複数コースにまたがる学生や幅広い知識の獲得を目指
す学生は、指導教員の履修指導のもと、他コースの標準科目も自由に履修することができます。　・選択科目は20単位以上（10科目以上）修得してください。

合　計　30単位

［セキュリティ／リスクマネジメントコース］ 履修例　　　　　　
 

情報セキュリティ輪講Ⅰ（2単位）＜必修＞［通年］／情報セキュリティ特別講義（2単位）＜必修＞
情報セキュリティマネジメントシステム（2単位）／セキュリティシステム監査（2単位）
セキュリティ経営とガバナンス（2単位）／リスクマネジメント（2単位）／組織行動と情報セキュリティ（2単位）
統計的方法論（2単位）／Presentations for Professionals（2単位）／セキュア法制と情報倫理（2単位）
情報セキュリティ技術演習Ⅰ（2単位）／サイバーセキュリティ技術論（2単位）
研究指導（6単位）＜必修＞

合　計　30単位

［システムデザインコース］ 履修例
 

情報セキュリティ輪講Ⅰ（2単位）＜必修＞［通年］／情報セキュリティ特別講義（2単位）＜必修＞
ネットワークシステム設計・運用管理（2単位）／セキュアシステム構成論（2単位）
情報デバイス技術（2単位）／情報システム構成論（2単位）／オペレーティングシステム（2単位）
セキュアプログラミングとセキュアＯＳ（2単位）／プログラミング（2単位）
ソフトウェア構成論（2単位）／情報セキュリティ技術演習Ⅰ（2単位）／アルゴリズム基礎（2単位）
研究指導（6単位）＜必修＞

合　計　30単位

［サイバーセキュリティとガバナンスコース］ 履修例
 

情報セキュリティ輪講Ⅰ（2単位）＜必修＞［通年］／情報セキュリティ特別講義（2単位）＜必修＞
暗号・認証と社会制度（2単位）／個人識別とプライバシー保護（2単位）
インターネットテクノロジ（2単位）／サイバーセキュリティ技術論（2単位）／情報システム構成論（2単位）
情報セキュリティ技術演習Ⅰ（2単位）／情報セキュリティマネジメントシステム（2単位）
セキュア法制と情報倫理（2単位）／法学基礎（2単位）/セキュリティの法律実務（2単位）
研究指導（6単位）＜必修＞

合　計　30単位

［数理科学コース］ 履修例
 

情報セキュリティ輪講Ⅰ（2単位）＜必修＞［通年］／情報セキュリティ特別講義（2単位）＜必修＞
暗号・認証と社会制度（2単位）／暗号プロトコル（2単位）／アルゴリズム基礎（2単位）
数論基礎（2単位）／暗号理論（2単位）／AIと機械学習（2単位）
個人識別とプライバシー保護（2単位）／統計的方法論（2単位）／統計的リスク管理（2単位）
情報セキュリティ技術演習Ⅰ（2単位）
研究指導（6単位）＜必修＞

＜修了後の進路＞  情報通信／情報サービス／Sler／メーカー／セキュリティベンダー／シンクタンク／コンサルティングファーム／
金融／流通／新聞・出版・印刷／教育・研究機関／調査機関／官公庁／博士後期課程進学　など

数理科学
コース

MS
システムデザイン
コース

SD

サイバーセキュリティとガバナンス
コース

CG
セキュリティ／リスクマネジメント
コース

SR

8

専攻

Network,
Software &

 System Design

システムデザイン
コース

Mathematical
Sciences

数理科学コース
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ム
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Cyber Security 
& Governance

サイバーセキュリティ
とガバナンスコース

Security & 
Risk 

Management

セキュリティ／リスク
マネジメントコース
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ン
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ア
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（※2020年度より、選択科目の一部を改訂する予定です）
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博士前期課程
 （修士課程）

コース概要

12

コンサルティング能力を備えたエンジニア。技術やシステムに明るいマネージャー。
情報セキュリティ研究科博士前期課程では、情報セキュリティ全般にわたる広い視野と見識を備え、
リーダーとして現場における問題解決を担う高度な専門人材を育成します。

数理科学
コース
Mathematical Sciences

システムデザイン
コース
Network, Software & System Design

サイバーセキュリティとガバナンス
コース
Cyber Security & Governance

本コースでは、情報セキュリティリスクを特定し、適切な対応を取るための専門的な知識と
それを基盤とした応用力を身につけ、時には大胆な見直しを経営層に提言したり、自ら率
先して組織を動かすリーダーとして活動する人材の育成を目標としています。情報を適切
に活用することと同じように、情報を適切に保護・管理し、組織の機会につなげるリスクマ
ネジメントを実践できる人材であること。そのため、リスク分析や対策のマネジメントのみなら
ず、人間の心理や行動を理解し、セキュリティ行動を後押ししたり、効果の高い教育を構
築・実践する方法を開発するなど、幅広い分野について学習していきます。企業・組織等
で、リスクマネジメントやガバナンス、人材育成や教育研修、新規事業開発、情報通信技術
の利活用、コンサルティング等の業務に従事されている方、あるいは従事することを目指し
ている方に、基礎知識とそれを応用し実践に生かす能力を身につけていただきます。

セキュリティ／リスクマネジメント
コース
Security & Risk Management

組織（企業）活動における事件・事象あるいは現象面からリスクをマネジ
メントおよびガバナンスする課題について、実証分析をベースに分析、提
言などを論文スタイルにまとめて提出します。論文は、アカデミックな観点
も重要ですが、社会における実証的な分析、組織（企業）への実践的な
価値など多面的に考察しながら作成します。

◆修士論文イメージ

◆コース概要と研究キーワード

リスクマネジメント、ガバナンス、セキュリティ行動と心理、リスク学習プ
ログラム、セキュリティ行動規範作成、リスク分析、リスク戦略、リスク
評価、ISMS、BCP/BCM、組織行動、レピュテーションコントロール、
セキュリティ教育 他

研　究
キーワード

本コースでは、日々増加するサイバー攻撃の検知・分析・防御技術と、そ
れを支える脅威情報の収集分析能力を有する専門人材、および、企業
や政府・自治体においてサイバー攻撃対処を担うSOC/CSIRT組織を
構築・運用するマネージャ人材を育成します。そのために、本コースでは
デジタル・フォレンジックやネットワーク等、サイバーセキュリティの先端技
術とともに、実社会におけるサイバー攻撃対処で必要となるセキュリティ
関連法制や国際動向等の知識を習得することにより、総合的な対処能
力を身につけます。

実世界で起きている問題を調査・分析し、その解決策を提案、実装評価／紙上評価して、学術論文
スタイルにまとめます。技術に重点を置く場合は、実験評価システムを使った脆弱性やマルウェアの実
データの分析や、新たな解析ツールの開発評価の結果を論文にまとめます。法制度や社会フレーム
ワークに重点を置く場合は、各自の関心に合わせてインシデント事例や判例などをリサーチし、課題を
発見し、先行研究や問題点に対する考察を加えて具体的に課題を解決する提言を行います。

◆修士論文イメージ

◆コース概要と研究キーワード

インシデント対応、SOC/CSIRT運用、フォレンジックとマルウェア分析、
攻撃検知と防御、サイバースレットインテリジェンス（CTI）、サイバーセ
キュリティ基本法、不正アクセスと営業秘密、脆弱性情報・脅威情報の
共有技術とフレームワーク（ISAC） 他

研　究
キーワード

企業・研究機関等で研究開発、ソフトウェア・システム・製品の開発、シ
ステムコンサルティング、新事業の立案・企画業務などに従事されてい
る方、あるいは従事することを目指している方を対象とし、OS、ソフトウ
ェア、ネットワーク、システム設計・運用管理などのITシステム技術、およ
びそれらの安全でセキュアな構成法に関する広範な知識・技術を習
得します。さらに、セミナーや個別指導を通じて得られた知識と技術を
統合する実践能力を身につけます。また、経営管理や法制度等の周
辺領域の知識を身につけることで、セーフティ＆セキュリティビジネスの
推進に必要な幅広い視野を養います。

学問的課題や実世界で起きている問題を取り上げ調査・分析をし、その
解決策を提案、実装評価／紙上評価して、学術論文スタイルにまとめま
す。また、セーフティとセキュリティに関連するソフトウェアを開発し、設計仕
様、ソースコード等とともに修士論文として提出することも可能です。

◆修士論文イメージ

◆コース概要と研究キーワード

セキュリティ・バイ・デザイン、脅威分析、脆弱性評価、セキュリティテスト、フォレン
ジック、プライバシー保護、セキュアシステム、セキュアOS、マルウェア分類／検知
／対策、攻撃検知／解析、人工知能セキュリティ、仮想化環境、組み込みソフト、
制御システム、車載システム、ロボット、ハードウェアセキュリティ、セーフティ設計 他

研　究
キーワード

情報セキュリティには、暗号、匿名化、形式検証、学習、クラスタリング、マ
イニングなど、数多くの数理的な問題が存在しています。数理科学コー
スでは、これら、情報セキュリティに関わる、数理的な諸問題を深く理解
し、よりよい解決を見出すことで、より効率的でより強力な情報セキュリティ
を実現するための基盤構築を目指します。講義による知識習得にとどま
らず、少人数のセミナーや個別指導を通じて学習・研究を進めます。修
了後は、企業・研究機関・行政機関等において、専門技術職・研究職を
始めとするテクニカルスタッフとしての活躍が期待されます。

情報セキュリティに関わる、数理的な問題について、オリジナルな手法の提案や既
存手法の改良あるいは実装評価を行い、論文にまとめます。実装評価について
は、ソフトウェア/ハードウェアとそれに付随する技術文書（開発物の理解と使用に
必要十分なもの）を修士論文として提出することも可能です。適切な課題設定、論
理的で説得力ある論旨の展開、客観的で検証可能な成果記述が重視されます。

◆修士論文イメージ

◆コース概要と研究キーワード

数論アルゴリズム、公開鍵暗号、準同型暗号、デジタル署名、認証、ゼ
ロ知識証明、暗号プロトコル、秘密分散、形式検証、匿名化、差分プラ
イバシ、学習、人工知能基礎、ビックデータセキュリティ基礎、クラスタリ
ング、マイニング 他

研　究
キーワード

外部からのサイバー攻撃や内部犯罪など、あらゆる組織におい
て多様化し複雑化している情報セキュリティリスクといかに向き
合うかが、経営の重要課題になっています。さらに、近年はAI、
IoT、5Gなど、情報通信技術の進展がめざましく、社会経済活動
が大きく変化する時代に差し掛かっています。どのような組織も、
それらを積極的に活用し、リスクを取って新たな挑戦をしなけれ
ば生き残ることは難しいでしょう。そのためには、経営の重要課題
の一つとして情報セキュリティ戦略を位置づけ、必要な知識を習
得し応用展開することが成長戦略の鍵になると考えています。
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サイバー攻撃への対処は、個人の社会生活、産業や行
政機関にとって必須です。攻撃の検知・分析・対処技術
やデジタル・フォレンジックなどの先端技術とともに、攻撃対
処を支える法制度の理解、サイバーセキュリティを取り巻く
国際的な状況など、幅広い知識が求められています。 本
コースでは、CSIRTなどのアナリストを目指したい方、今
後、経営企画や法務部門でセキュリティ経営を担う方や
危機管理を担当する方をお待ちしています。
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安全でセキュアなITシステムは、現在のそして将来の
私達の生活に必須のものです。画期的なITシステムに
挑戦したい方、新しいシステムを提案したい方、また現
在のシステムをより良くしたいと思っている方、一緒に
研究をしましょう。
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チューリングが暗号解読のためにチューリングマシンを発
明したように、情報セキュリティには、暗号を始めとして、匿
名化、形式検証、統計処理など数理的な課題がたくさん
あります。数理的な学問に関心のあるみなさん、ぜひ、情
報セキュリティを数理科学の観点から研究してみません
か？ あなたの作ったアルゴリズムやマシンが情報セキュリ
ティの一翼を担うことも夢ではありません。
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システムデザイン
コース
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あなたの作ったアルゴリズムがセキュリティの新しいステージを拓く “セキュリティ・バイ・デザイン”でネットワーク社会の安全を守る 先端技術とサイバー規範を併せ持つサイバーレスキュー隊のリーダーへ 適切なセキュリティ投資・対策・監査で、ITリスクの脅威から組織を守る



文部科学省の平成19年度「先導的ITスペシャリスト育成推進プログラム」に採択されたISSスクエアは、情報セキュリティ大学院大学、中央大学、国立
情報学研究所他、企業・研究機関11社の産学連携による高度情報セキュリティ人材育成プログラムです。暗号・認証、ネットワーク、システム、ソフト
ウェア、マネジメント、法制・倫理までトータルにカバーされた講義群、インターンシップや見学会、企業現場の実務家によるオムニバス講義などによ
り、経営・研究開発現場における現状の理解と問題の把握が促進されるとともに、サブゼミ的な位置づけの研究分科会や分野横断型のワークショップ
での活動を通して、高度な問題発見能力と解決能力を身につけます。ISSスクエア活動の集大成としての年度末のシンポジウムでは、連携企業の皆様に
よる成果発表審査も行われ、ISSスクエアプログラム修了者には、情報セキュリティ・スペシャリスト・サーティフィケートが授与されます。2008年の
開始以来、本学からは200名以上の方がサーティフィケートを取得され、毎年、社会人学生を含む多くの方が本プログラムに参加されています。

文部科学省の平成24年度「情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク事業」に採択されたenPiTは、クラウドコンピューティング、セキュリティ、
組み込みシステム、ビジネスアプリケーションの4分野を対象とし、それぞれの分野に専門領域を有する全国の15大学院の教員や企業の技術者を結集
したプログラムです。2017年4月からは大学院生向け成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT 1）として自主展開を図っており、セ
キュリティ分野（enPiT-Security）は、5つの連携大学（情報セキュリティ大学院大学、東北大学、北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院
大学、慶應義塾大学）が協力して開講する実践セキュリティ人材の育成コース（SecCap）により、幅広い産業分野において求められている「セキュリティ
実践力のあるIT人材」の育成を目指します。暗号、システム、ネットワーク、監査、マネジメントまでの幅広い演習プログラムと、最新の実習環境、そして
実社会が取り組むインシデント分析やセキュリティ実装の演習も行い、情報セキュリティへの脅威や攻撃への対処技術を実践的に体験習得します。

詳しくは http://iss.iisec.ac.jp/ 詳しくは http://www.seccap.jp/

ISSスクエア 併修型

博士前期課程
 （修士課程）

カリキュラム
活用パターン

ISSスクエア（研究と実務融合による高度情報セキュリティ人材育成プロ
グラム）は、本学と中央大学、国立情報学研究所他、11の企業・研究機
関の産業連携による博士前期（修士）課程生のためのオプションプログ
ラムです。本学の充実した講義群に加え、サブゼミ的な位置づけの研究
分科会や分野横断型のワークショップでの活動、セミクローズドなセキュリ
ティ関連施設等の見学会、シンポジウムでの成果発表等を通じて高度な
問題発見能力と解決能力を身につけます。現役学生の方はセキュリティ
実務に関するインターンシップ実習のチャンスもあります。2年間の本プロ
グラム修了時には、修士学位に加え、ISSサーティフィケートが授与されま
す。現職の社会人学生の方も数多く本プログラムに参加し修了されてい
ますので、興味のある方はぜひチャレンジすることをおすすめします。

研究と実務融合による高度情報セキュリティ人材育成プログラム 成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成

情報セキュリティ研究科博士前期（修士）課程は、本学が提供する正規の授業科目や研究指導はもちろん、大学
間連携・産学連携によるオプションプログラム等も充実しており、興味・関心・目的に応じてさまざまなカリキュラムの
活用が可能です。また、いずれの場合も、社会人学生を含む多くの方々が、在学期間中、学会・研究会での発表、
セキュリティコンテストへの参加、懸賞論文への応募等に積極的にチャレンジしています。

目的別

2

ISSスクエア＋ enPiT-Security 併修型

研究室や大学を超えた活動を通じて
幅広い視野を養い、研究を実務に生かしたい

enPiT（成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成）は、全国
15大学院の教員や企業の技術者を結集したプログラムで、そのセキュリ
ティ分野enPiT-Securityについて、本学を含む5つの連携大学が協力
して実践セキュリティ人材育成コースSecCapを開講しています。実社会
が取り組むインシデント分析やセキュリティ実装、脅威や攻撃への対処技
術に関する演習を含む幅広い実践的な夏季（8-9月）演習プログラムを中
心に、共通講義科目、まとめとしての先進講義科目群等が用意されてい
ます。本学では、このSecCapはISSスクエアのサブセットプログラムとして
提供され、1年次終了時点で、プログラム修了者にはSecCap認定証が
授与されます。ISSスクエア参加者の約9割が本プログラムも併修されて
いますので、興味のある方はぜひチャレンジすることをおすすめします。

ISSスクエアの活動に加えできるだけ
実践的な演習や実習に取り組みたい

特にオプションプログラムは選択せず、各コースの履修標準科目を中心に
履修して研究を進めるための知識の獲得や補強に努めるとともに、所属
研究室での研究指導やディスカッションを通じて研究遂行能力を高め、
在学中は修士論文作成に向けた研究に重点的に取り組みたい、という
方を想定しています。神奈川県内の20以上の大学が加盟する大学院学
術交流協定制度を利用して、研究テーマに関連する他大学院の開講科
目を履修することも可能です。
▶これまで提出された修士論文題目は

　情報セキュリティ研究科ウェブサイトでご覧いただけます。　

　http://lab.iisec.ac.jp/

修士論文に向けての
知識の獲得と研究に重点を置きたい

& 実践演習をサポートしてくれる卒業生の声

技術系演習のサポートをしています。技術系演習で
は、NW検査やログ分析、Webアプリケーション検査、
フォレンジックを実際に自分でやっていただきま
す。講師を務めるのは、実務でそれらに携わっている
方々です。昨年度は、情報系から文系の学生さんまで、
苦しみつつ楽しみつつ腕を磨いていかれました。多くの
方の挑戦をお待ちしています！

若月 里香｜情報セキュリティ大学院大学 特任助手
（2013年3月情報セキュリティ研究科博士前期課程修了）

パターン 3パターン

修士学位取得専念型

1パターン

＊ISSスクエア、SecCapへの参加は、入学後に説明を聞いたうえで決めて
いただくことができます。いずれのプログラムも、参加登録にあたって追加
学費は発生しません。ただし、見学会参加や他大学で開講される授業、セミ
ナー出席等への交通費は自己負担となりますので、予めご了承ください。

誰でもが出来る仕事ではなく自分の軸となる能力を身に
つけようと大学院進学を選びました。大学院は単に「知
る」のではなく実社会で使える力を身につけるための気
づきの場です。enPiT『インシデント対応とCSIRT基礎演
習』ではサイバー攻撃に備えたインシデント対応のフレ
ームワークを演習を中心に学習します。

星 智恵｜情報セキュリティ大学院大学客員講師 
株式会社豆蔵　IT戦略支援事業部

（2008年9月情報セキュリティ研究科博士前期課程修了）
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家庭でも活躍するロボットやIoTの開発に必須の
ミドルウェア。そのセキュリティについて研究中。

インテリジェンスの専門家からも学べる
私は幼少期にニュースで見た事件の衝撃から国の安全保障の重要性を認識し、そうした仕事に就くことを目
標にしてきました。リアルな空間からサイバー空間に安全保障の領域が広がる中、必要な知識を身につけた
いと考えてIISECに入学。インテリジェンスの現場で働く専門家の講義では最前線のお話を聞くことができてと
ても勉強になりました。そして、インシデント対応、脆弱性検査、不正侵入等を体験する技術系の実習などは、
私のような人文系出身の人間でも、基礎から理解できるように非常に丁寧にカリキュラムが組まれており、先生
にも親身にご指導いただけたので安心して演習に取り組め、実際の技術を体得できて非常に面白かったです。

国際法で裁けない海外からのサイバー攻撃
修士論文は湯淺先生の指導のもと、サイバー攻撃による選挙干渉で特定の候補者を優位または不利にすること
を狙う「デジタルゲリマンダー」をテーマに執筆中。選挙の公的な報告書や新聞記事などをもとに各国が受けた
サイバー攻撃の事例を研究し、日本での対応を検討しています。海外からのサイバー攻撃でも、選挙情報への
不正アクセスやリーク、フェイクニュースの拡散程度では干渉行為と見なされず、現状では、国際法での対処は
難しいと見られます。このため論文では、ＳＮＳやフェイクニュース規制等の事前策と、不正な資金の流れから攻
撃実行者と指示関係にある国家機関の関係を実証し制裁を与える事後策という、各国でとられている対策を両
輪として検討しつつ、加えて、アトリビューション能力の強化と官庁の縦割りによるサイバー戦略への弊害を克服
するため、サイバーインテリジェンスに総合的に対処するサイバーセキュリティ庁の創設を一案として考えています。

研究内容や将来の進路を業界人脈が支援
またIISECは多様なバックグラウンドの学生が在籍し、加えて在学中から同窓会に入り、社会で活躍する卒
業生とも交流が深まるのも特色。私の研究についても、関係機関の方や関連分野の研究者の方からご意見、
ご助言をいただいたり、研究テーマに密接な研究会やセミナーをご紹介いただいたりと、人脈面でも多くのご
助力をいただきました。将来のために思い切ってIISECに入学して、一気に世界が開けたように感じます。
そして最後には、先生、在学生、卒業生の人脈を通じて昔からの目標をかなえたいですね。

亘理克好さん
Katsuyoshi WATARI
本田技研工業株式会社
博士前期課程２年

多様なサイバー攻撃で選挙に干渉することを狙う
デジタルゲリマンダーへの対処を提言。

長迫智子さん
Tomoko NAGASAKO
独立行政法人 日本学術振興会
博士前期課程２年

博士前期課程
 （修士課程）

在学生
インタビュー 入学して実感した大学院の魅力…研究の充実感、教員や学生同士の交流、

自分自身が成長した点など、それぞれの立場から語っていただきました。

ますます身近になるロボットに必要なセキュリティ

本田技研工業には長年のロボティクス研究の実績があり、近年は自律制御型やIoTをはじめ、家庭や
街中で利用される機器が市場にみられるようになっています。それと同時に、人や物を傷つけない、
情報漏えいを起こさない、乗っ取りの危険を回避できるなど、セキュリティの担保が大きな課題となって
きています。国際規格や法の整備が十分でない中、まずセキュリティの全体像を学びたいと考えた私は、
上司の勧めでIISECに入学。「セキュリティ・バイ・デザイン」の考えにひかれ、大久保先生の研究
室を選びました。

セキュリティが強化されたミドルウェアの注意点

設計段階からセキュリティを組み込んだ開発を行うのがセキュリティ・バイ・デザインで、私はロボティ
クス開発で一般的に使われるミドルウェアを、この視点から研究しています。ミドルウェアは少し前にセ
キュリティ対応の仕様が公開され、プログラム同士の通信にもセキュアな方式が採用されたため、現在
はその脆弱性の有無や通信速度などを検証。暗号化した通信は暗号化しない場合に比べて最大 1/2
の速度に落ちるため、即時のレスポンスが必要な状況には注意が必要と分かりました。今後は自社の
開発でも設計段階からセキュリティを組み込むよう求め、周囲の部署や全社的にも広げたいと考えてい
ます。

社内のセキュリティ意識を高める旗振り役に

当社でも全社的にセキュリティを重視し、従業員対象の勉強会などは開かれていますが、業務直結の
内容や顕在化したリスクへの対応に偏りがちです。しかしIISECで学んで、セキュリティは技術からマ
ネジメントまで含む広範な分野だと実感。セキュリティ業界にいる先生方や学生、あるいは官公庁など
からの得た最新の知見も踏まえ、社内のセキュリティ意識向上の旗振り役も担うようになりたいですね。
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け
て
、適
切
な

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
当
大
学
院
の
学
長
の
ほ
か
内
閣
府
Ｓ
Ｉ
Ｐ「
重
要
イ
ン
フ

ラ
等
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
も
務
め
、情
報
通
信
か
ら
交
通
、エ
ネ
ル

ギ
ー
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
経

験
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
社
会
の
全
分
野
で
必
要
と
さ

れ
、幅
広
い
知
識
と
実
践
力
を
持
つ
人
材
育
成
が
急
務
で
あ

る
と
実
感
し
ま
す
。こ
れ
は
開
学
当
初
か
ら
多
様
な
分
野
に

ま
た
が
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
し
、文
理
融
合
の
コ
ー
ス
で

教
育
・
研
究
を
行
っ
て
き
た
当
大
学
院
の
先
進
性
を
示
す
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
教
育
の
特
徴
の
一つ
が
、当
大
学
院
の
幅
広
い
科
目

の
中
か
ら
、将
来
の
目
標
に
応
じ
て
履
修
内
容
を
整
理
し
た

４
つ
の
コ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
で
す
。ど
の
コ
ー
ス
も
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
全
般
を
学
ぶ
科
目
を
基
本
に
、例
え
ば
膨
大
な
デ
ー
タ

処
理
な
ど
数
理
的
な
問
題
を
研
究
す
る「
数
理
科
学
コ
ー
ス
」

で
は
主
に
技
術
系
、企
業
や
組
織
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
学
ぶ「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」で
は

主
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
の
科
目
を
選
択
し
ま
す
。

一
方「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」と「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
」は
技
術
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
両
分
野
に
ま
た

が
り
、「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」は
セ
キ
ュ
ア
な
シ
ス
テ
ム
構

築
手
法
を
、「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
」で

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
面
か
ら
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
実
務
に
つ
い
て

の
専
門
性
を
習
得
し
ま
す
。現
在
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
面
を
重
視
し
ま
す
が
、今
後
は
そ
れ
で
は
足

り
ず
、シ
ス
テ
ム
設
計
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た
作
り
方

を
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」は

そ
れ
を
先
取
り
し
た
も
の
で
す
。

加
え
て
２
０
１
７
年
度
か
ら
は
技
術
系
に
は
Ｉｏ
Ｔ
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
と
Ａ
Ｉ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
に
は
人
間
心
理

を
担
当
す
る
教
員
が
加
わ
り
、教
育
・
研
究
の
幅
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
教
育
内
容
の
幅
広
さ
に
加
え
、ハ
ン
ズ
オ
ン
に
よ
る

実
践
的
な
学
習
も
特
徴
で
す
。技
術
系
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

模
擬
演
習
を
行
う
だ
け
で
な
く
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
で
も
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
討
議
な
ど
を
積
極
的
に
開
講
。さ
ら
に
当
大

学
院
を
含
む
産
学
官
連
携
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｉ
Ｓ
Ｓ

ス
ク
エ
ア
」、
全
国
の
大
学
教
員
や
企
業
の
技
術
者
が
協
働

で
作
り
上
げ
て
き
た
実
践
教
育「ｅｎ
Ｐ
ｉ
Ｔ
／
Ｓｅｃ
Ｃａｐ
」

な
ど
、他
大
学
や
企
業
と
連
携
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
豊
富

に
用
意
し
ま
し
た
。講
義
の
内
容
を
演
習
で
経
験
し
、実
践
的

な
力
を
養
う
と
い
う
手
法
は
実
務
力
育
成
を
目
指
す
当
大

学
院
な
ら
で
は
で
す
。

し
か
も
当
大
学
院
は
社
会
人
学
生
が
多
く
、官
公
庁
、シ
ス
テ

ム
開
発
の
企
業
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
専
門
の
企
業
な
ど
バッ

ク
ボ
ー
ン
も
多
様
で
、教
員
も
実
務
家
や
実
務
経
験
者
が
ほ

と
ん
ど
。そ
う
し
た
学
生
と
教
員
が
Ｆａｃｅ 

ｔｏ 

Ｆａｃｅ
の
関

係
で
濃
密
な
講
義
や
実
習
を
行
い
、非
常
に
深
く
広
い
人
間

関
係
が
築
け
る
の
は
、通
信
制
の
教
育
機
関
や
資
格
取
得
を

主
目
的
と
す
る
講
座
に
な
い
魅
力
。大
学
院
修
了
後
も
続
く

貴
重
な
人
脈
を
形
成
す
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
明
日
役
立
つ
知
識
だ
け
で
な
く
、５
年
後
、10
年
後
の

社
会
で
主
役
と
な
れ
る
よ
う
、革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
生
む

力
、考
え
る
力
を
し
っ
か
り
養
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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後
藤 
厚
宏

将
来
の
目
標
に
応
じ
た

コ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
を
も
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
高
め
る

多
様
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
仲
間
が

大
学
院
で
同
じ
時
間
を
共
有
し

育
ま
れ
る
人
脈
は
貴
重

学  長

学
長 

● 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
科
長 

● 

教
授

A
tsuhiro G

O
TO

■プロフィール
1984年東京大学大学院工学系研究科情報工学専攻博士課程
修了（工博）。NTT研究所にて並列・分散処理アーキテクチャ、イン
ターネットセキュリティ技術の研究開発等に従事。2007年よりNTT
情報流通プラットフォーム研究所長、2010年よりNTTサイバース
ペース研究所長。2011年7月より本学教授。2014年4月より同情
報セキュリティ研究科長。2017年4月より同学長。IEEE Computer 
SocietyのBoard of Governor, 情報処理学会理事、enPiTセキュ
リティ分野代表等を歴任。2015年11月より内閣府SIPプログラム
ディレクタ。2019年2月よりサイバーセキュリティ戦略本部員。

■主な研究業績
1. 後藤厚宏．重要インフラにおける取組みと展望．情報処理 

Vol.58, No.11，2017
2. Y. Tanaka, M. Akiyama, and A. Goto, Analysis of Malware 

Download Sites by Focusing on Time Series Variation of 
Malware, Journal of Computational Science, ELSEVIER, 2017

3. Shigeo Mori, Atsuhiro Goto, Japanese Cybersecurity 
Policies Reviewed by Cybersecurity Capacity Maturity 
Model, Journal of Disaster Research, Vol.13 No.5, 2018

4. 羽田大樹、後藤厚宏．CSIRTのためのWebブラックリストの分類
提案．情報処理学会論文誌 Vol.59 No.9, 2018

5. 後藤厚宏, 伊藤公祐. サイバーセキュリティの技術展望～セキュ
アなIoT社会に向けた取り組み～． 行政＆情報システム vol54, 
Dec 2018

■主な研究テーマ
1. IoTとサプライチェーンセキュリティ
2. 重要インフラのセキュリティ
3. インターネットセキュリティ技術とID管理技術
4. クラウドと仮想ネットワーク

■主な担当科目
個人識別とプライバシー保護、ネットワークシステム設計・運用管理、
情報システム構成論、特設実習（セキュリティ実践Ⅰ、Ⅱ）、研究指導

■担当コース
サイバーセキュリティとガバナンスコース、システムデザインコース、
セキュリティ／リスクマネジメントコース

文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
か
ら

多
様
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る



■プロフィール
1982年東京大学大学院情報工学専門課程修士修了、1990年同大学院工学博士、1982年通
商産業省工業技術院電子技術総合研究所、知能ロボットのプログラミングシステムの研究｡1991
年̃1999年米国スタンフォード大学、MIT、オーストラリア国立大学の客員研究員｡2001年産業技
術総合研究所企画本部、2003年産総研デジタルヒューマン研究センターにて分散型実時間計算
システムの研究。2007年産総研副研究統括、2012年セキュアシステム研究部門長、2015-17年
NEDO技術戦略研究センター電子情報機械システムユニット長。日本ロボット学会、計測自動制御
学会等の論文賞等十数件。日本ロボット学会フェロー、情報セキュリティスペシャリスト、エンベッデッド
システムスペシャリスト。2016年より本学教授｡2018年よりNEDO研究評価委員。

■主な研究業績
1.　Toshihiro Matsui and Michiharu Tsukamoto, “An Integrated Method for Robot 

Teleoperation Using Multi-Media Display,” Proc. Of Int. Symposium on Robotics 
Research (ISRR), 1989 (研究賞受賞)

2.　松井俊浩、関口智嗣、「マルチスレッドを用いた並列EusLispの設計と実現」、情報処理学会論文
誌、第36巻、8号、pp. 1885-1896、1995年8月.

3.　松井俊浩、麻生英樹、John Fry他、「オフィス移動ロボットJijo-2 の音声対話システム」、日本ロ
ボット学会誌、第18巻、2号、pp. 300-307, 2000年3月 .

4.　山崎信行、松井俊浩、「並列分散リアルタイム制御用レスポンシブプロセッサ」、日本ロボット学
会誌、Vol. 19, No. 3, 2001 (論文賞受賞)

5.　松井俊浩、「オブジェクト指向型ロボットプログラミング言語EusLisp」、日本ソフトウェア科学会コ
ンピュータソフトウェア、Vol. 23, No. 2, pp. 62-71, 2006.

■主な研究テーマ
IoTセキュリティ
制御システムセキュリティ
ロボットとAIのセキュリティ

■主な担当科目
情報デバイス技術、AIと機械学習、アルゴリズム基礎、
情報システム構成論、実践的IoTセキュリティ、研究指導

■担当コース
システムデザインコース

松井　俊浩
教授
Toshihiro MATSUI

専任

2122

Faculty

■プロフィール
1991年東京工業大学物理情報工学専攻修了。同年株式会社富士通研究所に入社。リバースエ
ンジニアリング、分散開発環境、Webアプリケーションセキュリティの研究に従事。2006年、情報セ
キュリティ大学院大学入学、2009年同修了。博士（情報学）。2013年より本学准教授。2014年よ
り同教授。情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会専門委員。日本ソフトウェア科学会実践的
IT教育研究会運営委員。電子情報通信学会会員、IEEE CS会員、ACM会員。脅威分析研究会幹
事、国際会議WESPrオーガナイザー。SIP サイバーセキュリティ人材育成担当。経済産業省 産業
サイバーセキュリティ研究会 ワーキンググループ1 分野横断サブワーキンググループ委員など。

■主な研究業績
1.　大久保 隆夫, 田中 英彦: 効率的なセキュリティ要求分析手法の提案,情報処理学会論文誌 

Vol. 50,No.10 pp.2484-2499 (2009)
2.　Takao Okubo, Kenji Taguchi, Haruhiko Kaiya and Nobukazu Yoshioka:MASG: 

Advanced Misuse Case Analysis Model with Assets and Security Goals,IPSJ 
Journal of Information Processing Vol.22(2014) No.3, pp.536-546 (2014)

3.　Takao Okubo, Haruhiko Kaiya and Nobukazu Yoshioka:Analyzing Impacts on 
Software Enhancement Caused by Security Design Alternatives with Patterns, 
International Journal of Secure Software Engineering, Vol.3. No.1. pp.37-61 (2012)

4.　吉岡 信和, 大久保 隆夫, 宗藤 誠治: セキュリティソフトウェア工学の研究動向,コンピュータソ
フトウェア Vol.28,No.3 pp.43-60 (2011)

5.　大久保 隆夫: 企業におけるセキュリティ分析技術の実効性,<特集>セキュリティ要求工学の実
効性, 情報処理   No.50, vol.3, pp. 230-234 (2009)

6.　大久保 隆夫: セーフティとセキュリティ，<小特集>乗り物のセキュリティと安全性，情報処理  No.57, vol.7，pp.630-631 (2016)
■主な研究テーマ
セキュリティ・バイ・デザイン、脅威分析、ソフトウェア/システムセキュリティ、マルウェア解析/ネットワークセキュリティ、制御
システムセキュリティ、IoTセキュリティ、セキュリティとセーフティ、AI応用システムのセキュリティ構築、検証に関する研究

■主な担当科目
ソフトウェア構成論、アルゴリズム基礎、情報セキュリティ技術演習I、実践的IoTセキュリティ、情報セキュリティ輪講I、研究指導

■担当コース
システムデザインコース、サイバーセキュリティとガバナンスコース 

大久保　隆夫
教授
Takao OKUBO

専任

■プロフィール
1984年東京大学大学院工学系研究科情報工学専攻博士課程修了（工博）。NTT研究所にて並
列・分散処理アーキテクチャ、インターネットセキュリティ技術の研究開発等に従事。2007年より
NTT情報流通プラットフォーム研究所長、2010年よりNTTサイバースペース研究所長。2011年7
月より本学教授。2014年4月より同情報セキュリティ研究科長。2017年4月より同学長。IEEE 
Computer SocietyのBoard of Governor, 情報処理学会理事、enPiTセキュリティ分野代表等を
歴任。2015年11月より内閣府SIPプログラムディレクタ。2019年2月よりサイバーセキュリティ戦略
本部員。

■主な研究業績
1.　後藤厚宏．重要インフラにおける取組みと展望．情報処理 Vol.58, No.11，2017
2.　Y. Tanaka, M. Akiyama, and A. Goto, Analysis of Malware Download Sites by Focusing on 

Time Series Variation of Malware, Journal of Computational Science, ELSEVIER, 2017
3.　Shigeo Mori, Atsuhiro Goto, Japanese Cybersecurity Policies Reviewed by Cybersecurity 

Capacity Maturity Model, Journal of Disaster Research, Vol.13 No.5, 2018
4.　羽田大樹、後藤厚宏．CSIRTのためのWebブラックリストの分類提案．情報処理学会論文誌 

Vol.59 No.9, 2018
5.　後藤厚宏, 伊藤公祐. サイバーセキュリティの技術展望～セキュアなIoT社会に向けた取り組み～.  

行政＆情報システム vol54, Dec 2018

■主な研究テーマ
1.　IoTとサプライチェーンセキュリティ
2.　重要インフラのセキュリティ
3.　インターネットセキュリティ技術とID管理技術
4.　クラウドと仮想ネットワーク

■主な担当科目
個人識別とプライバシー保護、ネットワークシステム設計・運用管理、
情報システム構成論、特設実習（セキュリティ実践Ⅰ、Ⅱ）、研究指導

■担当コース
サイバーセキュリティとガバナンスコース、システムデザインコース、セキュリティ／リスクマネジメントコース

後藤　厚宏
教授
Atsuhiro GOTO

学長・情報セキュリティ研究科長

■プロフィール
1993年5月MIT技術政策大学院修了。2000年6月東京工業大学社会理工学研究科経営工学
専攻博士課程修了。経営工学博士。GLOCOM客員研究員。インターリスク総研及び富士ゼロック
ス株式会社にて、情報セキュリティに係る調査研究・コンサルティング、医療情報システム関連の業
務等に従事。2004年～2018年情報セキュリティ大学院大学客員教授、2007年～2017年筑波
大学客員教授。内閣サイバーセキュリティ戦略本部普及啓発・人材育成専門調査会委員、総務省
情報通信審議会や国立研究開発法人審議会の専門委員ほか、政府機関等の委員会委員。企業
や団体向け講演、多数。日本セキュリティマネジメント学会、情報処理学会所属。2009年情報化月
間総務省情報通信国際戦略局長表彰受賞。2019年4月より本学専任教授。

■主な研究業績
1.　INFORMATION SECURITY SHARING OF NETWORKED MEDICAL ORGANIZATIONS: 

CASE STUDY OF REMOTE DIAGNOSTIC IMAGING, E-Health IFIP Advances in Information 
and Communication Technology, Volume 335, pp.90-101 (2010.9)Masayo Fujimoto, Koji 
Takeda, Tae Honma, Toshiaki Kawazoe, Noriko Aida, Hiroaki Hagiwara, Hideharu Sugimoto

2.　INDUSTRIAL INNOVATION, GOVERNMENT AND SOCIETY: TELEMEDICINE AND HEALTHCARE SYSTEMS 
IN JAPAN Science and Public Policy, Vol 27, No. 5, pp. 347-366, (2000.10).Fujimoto M., Miyazaki K.

3.　SHAPING ELECTRONIC COMMUNICATION: THE METASTRUCTURING OF 
TECHNOLOGY IN THE CONTEXT OF USE Organization Science Vol. 6, No. 4. 
pp.423-444　(1995.7-8) Orlikowski W., Yates J., Okamura K., Fujimoto M.

4.　「不確かなもの」を小さくしていく「組織文化」の醸成を̶情報セキュリティにおけるリスクマネジメントとは」，特
集「サイバー攻撃に負けない組織づくり」，インタビュー記事月刊J-LIS，Vol.5 NO.3：pp.12-15，(2018.6)

5.　IoT時代の製品開発プロセスと品質保証～組織的視点からの考察～日本セキュリティ・マネジメ
ント学会　第２９回全国大会発表予稿集,（2015.6）藤本正代

■主な研究テーマ
情報セキュリティマネジメント、情報セキュリティガバナンス、科学技術政策、組織経営、
組織間連携とセキュリティ・リスクマネジメント、イノベーションとセキュリティ・リスクマネジメント

■主な担当科目
個人識別とプライバシー保護、リスクマネジメント、国際標準とガイドライン、研究指導

■担当コース
セキュリティ／リスクマネジメントコース、サイバーセキュリティとガバナンスコース

藤本　正代
教授　
Masayo FUJIMOTO

専任

■プロフィール
京都大学大学院理学研究科数学専攻修了、中央大学大学院理工学研究科情報工学専攻修了。
博士（工学）。
日本電気株式会社インターネットシステム研究所主任研究員を経て、2004年4月情報セキュリティ
大学院大学教授に就任。

■主な研究業績
1.　Hiroaki Anada, Seiko Arita, Short CCA-Secure Attribute-Based Encryption, 

Advances in Science, Technology and Engineering Systems Journal, Volume 3, 
Issue 1, pp. 261-273, 2018.

2.　Seiko Arita, Sari Handa, Subring Homomorphic Encryption, ICISC 2017, LNCS vol 
10779, pp. 112-136, Seoul, Korea, 2017

3.　Seiko Arita, Shota Nakasato, Fully Homomorphic Encryption for Classification in 
Machine Learning, In Proc. IEEE BITS 2017, Hong Kong, China, 2017.

■主な研究テーマ
主な研究対象領域は：
- 楕円曲線暗号、格子暗号、イデアル格子暗号など暗号プリミティブ
- 鍵共有、コミットメント、ゼロ知識証明、ブロックチェーンなど暗号プロトコル
- 閾値復号、関数型暗号、完全準同型暗号など高機能暗号

■主な担当科目
数論基礎、暗号・認証と社会制度、暗号理論、研究指導、情報セキュリティ特別研究

■担当コース
数理科学コース、サイバーセキュリティとガバナンスコース

有田　正剛
教授
Seiko ARITA

専任

■プロフィール
1988年3月岡山大学理学部数学科卒業、1988年4月より1996年3月まで日立ソフトウェアエンジ
ニアリング株式会社勤務。1994年3月北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科修了、
2000年9月岡山大学大学院自然科学研究科修了。博士（理学）。中央大学研究開発機構助教授
を経て、2004年4月より本学教授。2017年度 IPSJ Outstanding Paper Award 受賞。情報処理
学会コンピュータセキュリティ研究運営委員会専門委員、横浜市個人情報保護審議会委員。

■主な研究業績
1.　XOR-based Hierarchical Secret Sharing Scheme, K. Shima, H. Doi, Proc. of IWSEC 

2018, LNCS 11049, pp.206-223, Springer (2018). 
2.　A Hierarchical Secret Sharing Scheme over Finite Fields of Characteristic 2, K. 

Shima, H. Doi, Journal of Information Processing, Vol.25(2017), pp.875-883 
(2017).

3.　A Fully Secure Spatial Encryption Scheme, D. Moriyama, H. Doi, IEICE Trans. 
Fundamentals, Vol.E94-A, No.1, pp.28-35 (2011).

4.　Secure and Efficient IBE-PKE Proxy Re-Encryption, T. Mizuno, H. Doi, IEICE Trans. 
Fundamentals, Vol.E94-A, No.1, pp.36-44 (2011).

5.　利用履歴を秘匿できるコンテンツ配信・課金方式に関する研究, 飛田孝幸, 山本博紀, 土井洋, 
真島恵吾, 情報処理学会論文誌, 第50巻，第9号, pp.2228-2242 (2009).

■主な研究テーマ
電子署名，認証，暗号プロトコル等の安全性と電子社会システムへの応用に関する研究，特に
1. プライバシ保護関連技術及びその応用に関する研究
2. 暗号技術の高速化と安全性に関する研究

■主な担当科目
暗号プロトコル、プログラミング、研究指導、情報セキュリティ博士演習、情報セキュリティ特別研究

■担当コース
数理科学コース、システムデザインコース

土井　洋
教授　
Hiroshi DOI

専任

■プロフィール
大阪大学工学研究科博士前期課程修了。東京大学大学院工学系研究科電子情報工学専攻博
士課程修了。博士（工学）。野村総合研究所,東京大学生産技術研究所,産業技術総合研究所など
を経て2017年4月より本学教授。2006年-2010年産業技術総合研究所情報セキュリティ研究セ
ンター・セキュリティ基盤技術研究チーム長。2007年-2014年中央大学研究開発機構教授。東京
理科大学大学院工学研究科非常勤講師（2009年から3年間）、城西大学理学部数学科非常勤講
師（2015年-）、北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科非常勤講師（2016年）。電子情
報通信学会、情報処理学会、IEEE等各会員、情報処理学会論文誌編集委員、電子情報通信学会
バイオメトリクス研究専門委員会委員長（2019年6月-）。

■主な研究業績
1.　Taisei Takahashi and Akira Otsuka. “Short Paper: Secure Offline Payments in 

Bitcoin,” In Proceedings of 2019 on Workshop on Trusted Smart Contract, 
WTSC’19. St. Kitts, IFCA 2019. (preprint, to appear from Springer LNCS)

2.　Tetsushi Ohki and Akira Otsuka, “Theoretical Vulnerability in MAP Speaker Adaptation” Proceedings of 
42nd IEEE International Conference on Acoustics, Speech and Signal Processing (ICASSP2017), (2017). 

3.　Tetsushi Ohki and Akira Otsuka, "Theoretical vulnerability in likelihood-ratio-based biometric 
verification," 2014 IEEE International Joint Conference on Biometrics (IJCB), pp.1-8, (2014). 

4.　Akira Otsuka, Hideki Imai , “Unconditionally Secure Electronic Voting”, Towards Trustworthy 
Elections; New Directions in Electronic Voting, David Chaum and Markus Jakobsson and Ronald L. 
Rivest and Peter Y. A. Ryan and Josh Benaloh and Miroslaw Kutylowski and Ben Adida Eds., Lecture 
Notes in Computer Science Vol. 6000, Springer, ISBN 978-3-642-12979-7, pp. 107-123, (2010).

5.　Manabu Inuma, Akira Otsuka, and Hideki Imai, “Theoretical framework for constructing 
matching algorithms in biometric authentication systems,” Proceedings of the Third IAPR/IEEE 
International Conference on Biometrics (ICB 2009), LNCS 5558, 293-300, (2009). 

■主な研究テーマ
情報セキュリティ理論（Blockchain, 敵対的機械学習の安全性など）

■主な担当科目
AIと機械学習、暗号・認証と社会制度、特設講義(ブロックチェーン理論)、研究指導

■担当コース
数理科学コース

大塚　玲
教授
Akira OTSUKA

専任 産学連携を
意識した教授陣。
本学では、技術教育のみならず、法学、経済学、経営学、倫理学といった
人文・社会科学諸分野にもわたる学際的なアプローチによる教育・研究指導を行います。
そのため教授陣は、学界、産業界をはじめとした様々なフィールドの第一線で活躍中の研究者、技術者、実務家らを招聘し、
産学連携を意識した高度な専門教育を行う体制を整えています。
学際的な総合科学である情報セキュリティにふさわしく、情報セキュリティ関連の先端的研究の第一人者、トップマネジメント経験者、
IT系企業のエンジニア、ジャーナリスト、起業家、弁護士らをはじめとした多彩な顔ぶれによるプロフェッショナル集団です。



※上記は2019年4月現在

生越　由美
客員教授
Yumi OGOSE

兼任

■プロフィール　
東京理科大学 経営学研究科 技術経営専攻教授
1982年東京理科大学薬学部卒業、経済産業省特許庁入庁、審査第三部審
査官、審判部審判官を経て、97年審判部書記課長補佐、03年特許審査第二
部上席総括審査官（室長）、同年10月政策研究大学院大学助教授、05年東
京理科大学専門職大学院教授。現在、総務省独立行政法人評価委員会情報
通信・宇宙開発分科会委員、経済産業省関東経済産業局・広域関東圏知的財
産戦略本部員などを務める。
■担当科目
知的財産制度

佐藤　直
客員教授
Naoshi SATO

兼任

■プロフィール　
情報セキュリティ大学院大学名誉教授
中央大学理工学部電気工学科卒業。博士（工学）。NTTサービスインテグレー
ション基盤研究所主幹研究員として、研究成果のビジネス化の促進、情報通信
サービス品質の評価設計に従事。2004年4月から2017年3月まで本学専任教
授。2017年4月より本学客員教授。
■担当科目
ネットワークシステム設計・運用管理
インターネットテクノロジ
情報セキュリティ技術演習Ⅰ
特設講義（ハッキングとマルウェア解析）

■プロフィール　
東京大学情報基盤センター 情報メディア教育研究部門教授
1983年京都大学理学研究科数理解析専攻修士課程修了。東京工業大学助
手、龍谷大学講師、東京工業大学助教授、同教授を経て2008年4月より現職。
専門はソフトウェアセキュリティ、プログラミング言語、ユーザインタフェースソフト
ウェア。理学博士（1991年、東京大学）。
■担当科目
セキュアプログラミングとセキュアOS

柴山　悦哉　　　
客員教授
Etsuya SHIBAYAMA

兼任

■プロフィール　
横浜国立大学大学院環境情報研究院教授
1984年東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学。横浜国立大
学経営学部講師・助教授、横浜国立大学大学院環境情報研究院助教授を経
て、2005年より現職。専門は経営学。
■担当科目
組織行動と情報セキュリティ

周佐　喜和
客員教授
Yoshikazu SHUSA

兼任

■プロフィール　
日本大学商学部・大学院商学研究科教授
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）客員研究員を経て現職。商学博
士。現在、システム監査学会常任理事、日本監査研究学会会長、日本内部統制
学会常任理事、情報処理技術者試験委員、会計検査院情報公開・個人情報
保護審議会委員、金融庁・行政事業レビュー有識者会議メンバー、海上保安庁
入札監視委員などを兼任。『鼎談 不正ー最前線』（同文舘出版、2019年）『IT
のリスク・統制・監査』（同文舘出版、2009年、編著）『ＩＴ保証の概念フレーム
ワーク Ｉ̶Ｔリスクからのアプローチ』（森山書店、2006年）、『システム監査の理
論』（白桃書房、1993年）他、著書多数。
■担当科目
セキュリティシステム監査

堀江　正之
客員教授
Masayuki HORIE

兼任

■プロフィール　
エヌ・ティ・ティ・アドバンステクノロジ株式会社 セキュリティ事業本部 主席技師
名古屋大学工学部情報工学科、同大学大学院情報工学専攻修了後、1993年日
本電信電話株式会社に入社、2018年より現職。ネットワークセキュリティ、CSIRT構
築・運用の研究開発や企画運営等に携わる。現在は、インシデント対応支援やSOC
等のマネージドセキュリティサービス提供業務に従事。
■担当科目
特設実習（セキュリティ実践Ⅰ、Ⅱ）

種茂　文之
客員教授
Fumiyuki TANEMO

兼任

■プロフィール　
虎ノ門南法律事務所所属弁護士
東京大学法学部卒業。Washington University in St.LouisにてLL.M.取得。
知的財産権、IT関連、渉外法務等を中心に業務を行う。内閣府少年インターネット
環境の整備等に関する検討会委員。
最高裁司法研修所刑事弁護教官(2012－2015)
■担当科目
セキュリティの法律実務

兼任 上沼　紫野
客員教授
Shino UENUMA

■プロフィール　
日本電信電話株式会社 NTTセキュアプラットフォーム研究所 主任研究員
慶應義塾大学法学部法律学科、同大学大学院政策・メディア研究科修了後、
日本電信電話株式会社に入社。同社在職中に中央大学大学院法務研究科修
了。法務博士（専門職）。情報セキュリティ、個人情報保護、プライバシ保護の技
術と法制度に関する研究開発に従事。国立研究開発法人 理化学研究所 革
新知能統合研究センター（AIP）客員研究員、情報ネットワーク法学会元理事。
■担当科目
セキュリティの法律実務

藤村　明子
客員准教授
Akiko FUJIMURA

兼任

■プロフィール　
ジャーナリスト／KDDI総研リサーチフェロー
1985年東京大学物理学科卒業。同大学院理学系研究科を修了後、総合電
機メーカーや出版社勤務を経て米国留学。1995年ボストン大学にて マスコミュ
ニケーション修士号取得。著書に「AIの衝撃 人工知能は人類の敵か」（講談社
現代新書、2015年）、「クラウドからAIへアップル、グーグル、フェイスブックの次な
る主戦場」（朝日新書、2013年）など多数。
■担当科目
マスメディアとリスク管理

小林　雅一
客員准教授
Masakazu KOBAYASHI

兼任

■プロフィール　
1979年京都大学大学院工学部数理工学専攻修了。1979年日本電信電話公
社（現NTT）研究所入所、1999年情報通信総合研究所。2010年4月から2019
年3月まで本学専任教授。2019年4月より本学客員教授。その他、1995年～
2011年大阪大学工学部大学院特任教授。また、中央大学理工学部・大学院、
サイバー大学、フェリス女学院大学で非常勤講師を務める。
■担当科目
情報セキュリティマネジメントシステム
セキュリティ経営とガバナンス
特設講義（セキュリティ監査）

原田　要之助
客員教授
Yonosuke HARADA

兼任

■プロフィール　
株式会社情報技研 代表取締役社長
東京工業大学工学部情報工学科卒業、東京大学大学院工学系研究科情報
工学専攻修了。博士（工学）。株式会社インターネット総合研究所を経て、株式
会社情報技研を設立。業務では、ICTシステムおよび情報セキュリティに関する
コンサルティングはじめ、各種ICTシステムの提案、開発、構築業務に携わる。研
究テーマは、セキュアシステム基盤、セキュアシステム構成、著作権情報管理、メ
ディア処理等。電子情報通信学会 ヒューマンコミュニケーショングループ 食メ
ディア研究会専門委員。
■担当科目
セキュアシステム構成論

辻　秀典
客員教授
Hidenori TSUJI

兼任

■プロフィール　
東京大学教養学部教養学科卒業、東京大学大学院経済学研究科修士課程
修了。東京大学教養学部助手、同助教授、ハーバード大学イェンチン研究所客
員研究員等を経て、1989年東京大学教授（先端科学技術研究センター）、
1995年より2009年3月まで同（大学院総合文化研究科・教養学部）。2009年
4月から2017年3月まで本学専任教授。2017年4月より本学客員教授およびセ
キュアシステム研究所特別研究員。日本学術会議19期会員、20-21期・23期
連携会員。2007年10月～2015年9月内閣府統計委員会委員。2018年11月
～現在、日本学術会議人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進
センター・センター長。
■担当科目
統計的リスク管理、リスクの経済学

兼任

■プロフィール　
ネットワークセキュリティコンサルタント
合同会社セキュリティ・プロフェッショナルズ・ネットワーク 代表社員
鹿児島大学理学部地学科卒業。システム開発、システム・ネットワーク管理を経
て、セキュリティ監査や各種セキュリティコンサルティング業務に従事。その後、中
央大学における実践的セキュリティ人材育成に携わり、2008年、セキュリティ教
育事業を行う合同会社を設立、現在に至る。
■担当科目
情報セキュリティ技術演習Ⅱ

塩月　誠人　　　
客員講師
Makoto SHIOTSUKI

兼任

■プロフィール　
公認会計士、情報システム監査人（CISA）／デロイト トーマツ リスクサービス株式会社 
代表取締役社長／デロイト トーマツ サイバーセキュリティ先端研究所 所長 兼務。
1992年監査法人トーマツ入社。1998年より2000年までDeloitteのデトロイト事務所に
勤務。製造業グループ他米国企業のシステム監査を実施。帰国後、リスクマネジメント、コ
ンプライアンス、情報セキュリティ、個人情報保護関連の監査及びコンサルティングに従
事。経済産業省の情報セキュリティ監査研究会、情報セキュリティ総合戦略策定委員
会、個人情報保護法ガイドライン策定委員会他、国土交通省、厚生労働省の情報セキュ
リティ関連の委員会等の委員、日本情報処理開発協会ISMS技術専門部会等の委員を
歴任。2012年3月末まで内閣官房情報セキュリティセンター情報セキュリティ指導官。
■担当科目
セキュリティシステム監査

丸山　満彦
客員教授
Mitsuhiko Maruyama

兼任

■プロフィール　
重要生活機器連携セキュリティ協議会　代表理事
長岡技術科学大学大学院工学研究科博士前期課程了、首都大学東京大学
院都市環境科学研究科博士後期課程了 博士（工学）。キヤノン（株）中央研究
所を経て、各種製品の研究・開発やISP事業に携わる。2003年～２０１４年まで
株式会社ユビテック代表取締役社長。（社）日本ネットワークインフォメーションセ
ンター（JPNIC）のIP 担当理、IPv6 普及・高度化推進協議会常務理事を歴任。
現在は、IoTセキュリティにおける標準化、技術開発を推進。京都大学 宇宙総合
研究ユニット特任教授（2014年～）。
■担当科目
実践的IoTセキュリティ

荻野　司
客員教授
Tsukasa OGINO

兼任
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■プロフィール　
神戸大学大学院工学研究科教授
1989年大阪大学大学院工学研究科博士後期課程通信工学専攻修了、工学
博士。愛媛大学助教授、徳島大学工学部教授などを経て、2005年より現職。
現在、情報通信工学、特にサイバーセキュリティ、情報理論、符号理論、暗号理
論等の研究、教育に従事。2018年経済産業大臣賞受賞、2019年総務省情
報通信功績賞受賞
■担当科目
サイバーセキュリティ技術論

森井　昌克
客員教授
Masakatu Morii

兼任

■プロフィール　
東北大学会計大学院 ビジネス・コミュニケーション教授
Doctor of Laws, Harvard University; 1991
■担当科目
Presentations for Professionals 

Ray Roman
客員教授

■プロフィール
2006年、名古屋大学大学院環境学研究科社会環境学専攻、博士後期課程修了。博士（心理
学）。2005年、独立行政法人交通安全環境研究所非常勤研究員、2006年より国立大学電気通
信大学大学院情報システム学研究科助教。2009年ロンドン市立大学心理学科客員研究員。
2013年よりJR東日本研究開発センター安全研究所研究員。2017年4月より本学准教授。研究
テーマはセキュリティ行動を支援するシステム・仕組みの検討。国土交通省運輸審議会運輸安全確
保部会専門委員。日本心理学会、情報処理学会、日本応用心理学会等会員。情報処理学会論文
誌編集委員、ヒューマンインタフェース学会論文誌編集委員、情報処理学会セキュリティ心理学とト
ラスト研究会運営委員、自動車技術会ヒューマンファクター部門運営委員、等。

■主な研究業績
1.　稲葉　緑, 鉄道分野におけるヒューマンエラー教育-社員向けヒューマンエラー体験型学習ツー

ルの開発を例に,システム/制御/情報（vol.61）, 226-232, 2017年
2.　清 雄一,稲葉 緑,大須賀昭彦,安心できるプライバシ指標の調査,情報処理学会論文誌,56巻，

1̶14, 2015年 
3.　Inaba, M., K. Tanaka, Risk presentation aimed at improving older drivers’ 

understanding of their problems via simulator-based education programs, 
SICE-JCMSI 5巻，326̶334, 2012年 

4.　Inaba, M., Individualistic attitudes toward attractive rewards in older people: an 
experimental study using ultimatum games, Japanese Psychological Research 57
巻，91̶102 2015年 

5.　稲葉 緑,田中健次,水害時の避難へのモチベーションに影響を及ぼす情報提示内容について
の実験的検討, 災害情報 9巻, 127̶136, 2011 

■主な研究テーマ
効果的なセキュリティ教育および教育プログラム、セキュリティ問題行動を抑制するしくみ、
リスク認知とリスク回避情報システム、ヒューマンエラー

■主な担当科目
統計的方法論、情報セキュリティ心理学、研究指導

■担当コース
セキュリティ／リスクマネジメントコース、サイバーセキュリティとガバナンスコース

■プロフィール
情報セキュリティ大学院大学情報セキュリティ研究科博士後期課程修了。博士（情報学）。2010年
より同助教、2014年より同准教授。2014年4月-2015年3月、ロンドン大学ロイヤルホロウェイ校情
報セキュリティグループの訪問研究員として英国に滞在。専門はアクセス制御、OSセキュリティ、不
正侵入検知・防御等。情報処理学会、電子情報通信学会、日本ソフトウェア科学会、IEEE各会員。
電子情報通信学会／情報通信システムセキュリティ研究会(ICSS)専門委員、情報処理学会／コ
ンピュータセキュリティ研究会(CSEC)専門委員、情報処理学会論文誌ジャーナル/JIP編集委員会
委員、日本ソフトウェア科学会SIG-rePiT主査(2019年度)、CSITS2019 Programme 
Committee Member、NETSAP2019 Workshop Organizer 等。

■主な研究業績
1.　Masashi Kadoguchi, Shota Hayashi, Masaki Hashimoto, Akira Otsuka: Exploring the Dark Web for 

Cyber Threat Intelligence using Machine Leaning, Proceedings of the 2019 IEEE International 
Conference on Intelligence and Security Informatics (IEEE ISI 2019), Shenzhen, 2019. (in press)

2.　Toshihiro Yamauchi, Yohei Akao, Ryota Yoshitani, Yuichi Nakamura, Masaki Hashimoto: 
Additional Kernel Observer to Prevent Privilege Escalation Attacks by Focusing on 
System Call Privilege Changes , Proceedings of the 2018 IEEE Conference on 
Dependable and Secure Computing (IEEE DSC 2018), pp.172-179, 2018.

3.　橋本正樹,安藤類央,前田俊行,田中英彦: 情報セキュリティ向上に向けたOS研究の動向, 情報処
理学会論文誌：コンピューティングシステム(ACS), Vol.5, No.2, pp.51-62, 情報処理学会, 2012.

4.　橋本正樹,金美羅,辻秀典,田中英彦: 論理プログラミングを基礎とした認可ポリシ記述言語, 情
報処理学会論文誌, Vol.51, No.9, pp.1682-1691, 情報処理学会, 2010.

5.　Hashimoto, M., Kim, M., Tsuji, H. and Tanaka, H.: Policy Description Language for Dynamic Access 
Control Models, Proceedings of the 8th IEEE International Symposium on Dependable, Autonomic & 
Secure Computing (IEEE DASC 2009), Chengdu, China, IEEE Computer Society, pp. 37-42, 2009.

■主な研究テーマ
1. アクセス制御技術/OSセキュリティ 2. 不正侵入検知・防御/サイバー攻撃技術
3. OSINT/Intelligence Mining 4. ネットワークセキュリティ

■主な担当科目
オペレーティングシステム、情報セキュリティ技術演習Ⅰ、情報セキュリティ輪講Ⅰ、特設講義（ハッキングとマルウェア解析）、研究指導

■担当コース
システムデザインコース

稲葉　緑
准教授
Midori INABA

専任

橋本　正樹
准教授
Masaki HASHIMOTO

専任

■プロフィール
慶應義塾大学大学院法学研究科博士課程退学。九州国際大学法学部専任講師、助教授、准教
授をへて2008年4月より教授。2008年9月より九州国際大学副学長。2011年4月より本学教授、
2012年4月より学長補佐を併任。九州大学・中央大学・愛知学院大学・横浜市立大学非常勤講
師、各省庁・自治体のセキュリティ、個人情報保護関係の審議会委員、ベネッセホールディングス情
報セキュリティ監視委員会委員、（一財）日本サイバー犯罪対策センター理事等を務める。

湯淺　墾道
教授　
Harumichi YUASA

専任 ■主な研究業績
1.　『電子化社会の政治と制度』（オブアワーズ、2006年3月）
2.　「アメリカの電子投票におけるVVPATの現状と課題」『情報ネットワーク・ローレビュー』第6巻

（2007年5月）
3.　「個人情報保護法改正の課題 ─地方公共団体の個人情報保護の問題点を中心に─」『情報

セキュリティ総合科学』第6巻（2014年）
4.　「ディジタルゲリマンダの法規制の可能性」情報処理58巻12号（2017年12月）
5.　「理念・原理・制度とサイバーセキュリティ法制 －選挙を中心に」情報通信政策研究2巻1号

（2018年12月）

■主な研究テーマ
1.　プライバシー・個人情報に関する各国の憲法、法律上の規定の比較研究
2.　インターネット選挙運動、フェイクニュースなど政治・選挙と情報に関する法制度の研究
3.　地方自治体における情報公開や個人情報保護に関する研究
4.　自治基本条例の制定や指定管理者制度の導入など自治体における改革の研究
5.　サイバーセキュリティに関する法制度の研究

■主な担当科目
法学基礎、セキュリティの法律実務、セキュア法制と情報倫理、
特設講義（サイバーインテリジェンス）、研究指導

■担当コース
サイバーセキュリティとガバナンスコース、セキュリティ／リスクマネジメントコース
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　松　毅
客員教授
Takeshi HIROMATSU

兼任

Faculty



本学では、研究教育活動全般についてのご支援と、研究動向並びに教育効果に対するご助言・ご示唆をいただき、本学のポテンシャルの向上と活性化を図るべく、
各界の有識者より成るアドバイザリーボードを設置しております。私たちは、情報セキュリティの将来方向をリードする高度な人材育成と社会貢献を実現するため、
アドバイザリーボードよりいただくご助言を真摯に受け止め、大学として進むべき方向性を精査し続けてまいります。

■ 情報セキュリティ大学院大学アドバイザリーボードメンバー（2019年4月現在）

本学をはじめとする大学の研究者と企業とが連携を取り、情報セキュリティ技術の研究開発や教育を推進するために、連携教授の仕組みを設けております。現在、以下に
示すような大学・企業の方々にご就任いただき、研究会・特別講義などの活動をおこなっております。

■ 情報セキュリティ大学院大学連携教授（2019年4月現在）

■ 主な年間スケジュール（2018年度ご参考）

入学式・新入生歓迎会

前期開講

春季オープンキャンパス
ホームカミングパーティ

前期授業期間終了

修士論文等発表会（9月修了）

後期開講

第15回アドバイザリーボード

秋季オープンキャンパス
ホームカミングパーティ

後期終講

修士論文等発表会（3月修了）

学位記授与式

4/6

4/9

5/26

8/1

9/1

10/1

10/12

11/10

2/9

2/23

3/23

■ 修士論文等発表会　
2019.2.23
博士前期（修士）課程での研究成果の集大成となる修
士論文の発表会が一般公開として開催されました。

2018年度も暗号理論からセ
キュリティ技術、マネジメ
ント手法に至るまで多彩な
テーマの修士論文が発表さ
れました。

■ 入学式　
2018.4.6
設置母体である学校法人岩崎学園
の各姉妹校との合同入学式が、パ
シフィコ横浜で開催されました。

■ 学位記授与式　
2019.3.23
学長から修了生一人ひとり
に学位記が授与されるとと
もに、優れた研究成果を上
げた学生に対して表彰状と
記念品が贈られました。

敬称略、氏名五十音順

敬称略、氏名五十音順
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株式会社KDDI総合研究所 取締役執行役員副所長
（兼）KDDI株式会社 技術企画本部 情報セキュリティフェロー

日本電気株式会社 セキュリティ研究所 所長

株式会社富士通研究所 セキュリティ研究所長
（兼）ブロックチェーン研究センター長

パナソニック株式会社 製品セキュリティセンター 
製品セキュリティグローバル戦略室 主幹技師

三菱電機株式会社 開発本部 役員技監 松井暗号プロジェクト統括

横浜国立大学 大学院 環境情報研究院 教授

国立研究開発法人情報通信研究機構 執行役 
サイバーセキュリティ研究所 所長

田中 俊昭

谷 幹也

津田 宏

中野 学

松井 充

松本 勉

矢野 博之

株式会社東芝 研究開発本部 研究開発センター
サイバーセキュリティ技術センター 研究主幹

日本電信電話株式会社 セキュアプラットフォーム研究所 所長

株式会社日立製作所 研究開発グループ テクノロジーイノベーション統括本部
システムイノベーションセンタ 主管研究員

東京電機大学 研究推進社会連携センター特別専任教授（特命教授）
（兼）サイバーセキュリティ研究所 所長

日本アイ・ビー・エム株式会社 東京基礎研究所
セキュリティ＆ハイブリッドクラウドイノベーション担当部長

沖コンサルティングソリューションズ株式会社 代表取締役社長

国立研究開発法人産業技術総合研究所 理事
情報・人間工学領域 領域長

秋山 浩一郎

大久保 一彦

鍛 忠司

佐々木 良一

佐藤 史子

杉尾 俊之

関口 智嗣

早稲田大学政治経済学術院 教授

株式会社日立ソリューションズ 監査室 室長

NTTコミュニケーションズ株式会社 経営企画部長

沖電気工業株式会社 経営企画本部 情報企画部 部長

日本電信電話株式会社 取締役 研究企画部門長

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 
取締役常務執行役員 技術革新統括本部長

芝浦工業大学大学院 客員教授

早稲田大学 名誉教授

富士通株式会社 執行役員常務 テクノロジーソリューション部門
グローバルサイバーセキュリティビジネスグループ長

日本電気株式会社 執行役員常務

東京電機大学 研究推進社会連携センター特別専任教授（特命教授）
（兼）サイバーセキュリティ研究所 所長

日本経済新聞社 編集委員

桜美林大学 リベラルアーツ学群 教授

日本放送協会 専務理事 技師長

慶應義塾大学 大学院政策・メディア研究科 教授

国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事長

独立行政法人 情報処理推進機構 理事長

三菱電機株式会社 開発本部 役員技監

神奈川県 副知事

株式会社東芝 特別嘱託

パナソニック株式会社 コネクティッドソリューションズ社 常務

横浜市 副市長

縣 公一郎

石川 明

稲葉 秀司

長田 肇

川添 雄彦

木谷 強

國井 秀子

後藤 滋樹

斎藤 淳一

堺 和宏

佐々木 良一

関口 和一

平 和博

児野 昭彦

土屋 大洋

徳田 英幸

富田 達夫

中川路 哲男

中島 正信

西田 直人

行武 剛

渡辺 巧教

2 52 6

院生自習・実験室は平日
はもちろん土日・祝日も
朝8時から夜11時まで
開放しています。

より現実に即した環 境で、不 正 侵入 検 知システム
（IDS）、ファイアウォール、セキュアプログラミングをは
じめとした情報セキュリティに関する実際的専門的な
実習が可能になるよう、各種サーバを多数設置しています。
また、希望者にはノートパソコンを無償貸与します。

情報セキュリティに関す
る書籍、雑誌を図書室に
配架するほか、学内から
ACM Digi ta lL ibrary、
IEEE、LexisNexis at  
Lexis.comなどのオンラ
インデータベースへアク
セスでき、最新の国際的
な情報資源による調査・
研究活動が可能です。

教
育
研
究
環
境
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。



■ 学費等納入金

■ 奨学金

300,000円
1,000,000円

150,000円
50,000円

1,500,000円

300,000円
1,800,000円

150,000円
50,000円

2,300,000円

300,000円
800,000円
150,000円

50,000円
1,300,000円

　
入学金
授業料（年額）
施設設備費（年額）
実習費（年額）
初年度学費合計

　
貸与月額（※2019年4月現在）

  50,000円又は88,000円（博士前期課程の場合）
 80,000円又は122,000円（博士後期課程の場合）

5, 8,10,13,15万円のなかから選択

項目
金　額

備考　　（1）  2年次以降の学費は、入学金を除いた金額となります。なお、本学博士前期課程修了者が博士後期課程に進学した場合、
　　　　　 　　博士後期課程の入学金は全額免除となります。
　　　　（2）  授業料、施設設備費、実習費については、各々2分の1を前期学費及び後期学費とします。

・貸与方法　本人の預金口座に、原則として毎月1回当月分を振込
・貸与総額　（博士前期課程第一種奨学金 月額88,000円の場合）×24ヶ月＝2,112,000円
・返還方法　大学院修了後、日本学生支援機構が定める期間内に返還

［博士前期課程2年制プログラム4月入学の学費納入例］　

学業成績、人物ともに優秀であり、経済的理由により学資が不足する学生に対して、下表の奨学金制度があります。
詳細はお問い合わせください。

■ 特待生制度

人物、学業成績が特に優秀であり、自立心と向上心が旺盛な情報セキュリティ研究科博士前期課程［2年制］入学志願者※の中から特待生選抜試験
に合格した者に対し、授業料等の減免を行う制度です。

（※4年制大学等卒業見込み者に限ります。出願資格の詳細については、本学ウェブサイトに掲載の特待生選抜学生募集要項にてご確認ください）

博士前期（修士）課程（2年制プログラム） 博士前期（修士）課程（1年制プログラム） 博士後期課程

初年度　　各入学手続締切日まで　計900,000円（入学金300,000円＋前期学費600,000円）
　　　　　 9月末日まで　 後期学費600,000円
2年次　　  4月20日まで　 前期学費600,000円
　　　　　 9月末日まで　 後期学費600,000円

金　額種別

・貸与方法　4月入学の場合は前期学費（10月入学の場合は後期学費）に対し貸与※

※奨学生採用者は貸与額を差し引いた学費を納入することになります

・貸与総額　（博士前期課程2年制プログラムの場合）年額500,000円×2年=1,000,000円
・返還方法　大学院修了後、奨学生本人が毎月均等もしくはボーナス併用により返還（4年以内）
・その他　　 応募者に対し、入学前に採用結果を通知

　
募集人数

若干名（収容定員の20％以内）

　
貸与額

年額　500,000円（無利子）

①日本学生支援機構（予約採用を除き、募集時期は毎年春です。本学では学部新卒学生の方を中心に、希望者の多くが採用されています。）  http://www.jasso.go.jp/

② 岩崎学園奨学金（有職の社会人も利用可能です）

○ 特待生選抜試験に合格した場合の初年度学費

○ 特待生募集人数：若干名（特待生Ⅰ、特待生Ⅱとも）

　
種別

第二種奨学金（有利子）

第一種奨学金（無利子）

特待生Ⅰ

特待生Ⅱ

300,000円（入学金 300,000円、授業料 免除、施設設備費 免除、実習費 免除）
・特待生Ⅰの初年度学費は、上記のとおり入学金以外全額免除となります。なお、原則として2年次の学
費も全額免除となりますが、1年次の学業成績が一定基準に達することが条件となります。

900,000円（入学金 300,000円、授業料 500,000円、施設設備費 75,000円、実習費 25,000円）
・特待生Ⅱの初年度学費は、上記のとおり入学金以外は、半額免除となります。なお、原則として2年次
の学費も半額免除となりますが、1年次の学業成績が一定基準に達することが条件となります。

ようこそ「情報セキュリティ大学院大学」へ。
入学後が肝心。修了後はもっと肝心。
日本初の情報セキュリティに特化した独立大学院である本学に入学された皆様には、同窓会との連携による人脈形成から
修了後の学び直しまで、在学中のみならず修了後もIISECコミュニティならではのさまざまな機会を提供します。

■ IISEC Alumni（同窓会組織）との連携
本学では、学部新卒学生はもちろんのこと、様々な組織に所属する社会人が学んでいます。
この組織横断的な人脈を修了後も活かしていただくために、同窓会組織であるIISEC Alumni（アラムナイ）と連携した取り組みを行っています。

■ 課程外教育プログラム等の優待受講
ムービングターゲットとも言われる情報／サイバーセキュリティ。大学院で体系的な
知識を身に付けた後も、常に知識・スキルのアップデートが要求されます。本学大学院
の正規課程修了後に、OBOGの方が科目等履修生として特定の授業科目の履修を希望
される場合は履修料が半額となる他、日々開発される実践演習等の課程外教育プログ
ラムについても優待価格で受講できるなど、修了後の学び直しも応援します。

■ 所属研究室（ゼミ）を越えた交流機会
単一研究科単一専攻の大学院ならではのアットホームな雰囲気。ゼミ横断的な勉強会やOBOGを交えた懇親イベントなど、ご自身の直接的
な専門領域、研究分野にとどまらず、知見や人脈を広げていただくためのさまざまな機会があります。「情報セキュリティ」をキーワードに
集った大学院生同士として、研究の進捗はもちろんのこと、進路や仕事に関する悩みなど本音で話し合えるフラットな関係性は、在学中の
みならず、修了後も続く貴重な財産です。

■ 客員研究員制度を利用した研究活動の継続
本学の博士前期課程に入学されるのは、一部の研究職の方を除き、これまで研究経験
がなかった方がほとんどですが、大学院入学を契機に研究活動に取り組んだことによ
り興味を深め、大学院修了後も業務と並行して自分のペースで研究の継続を希望され
る方も。こうした方々のため、本学では客員研究員の制度を設けています。また、学外
には非公開としている全研究室横断型科目「情報セキュリティ輪講Ⅰ」の聴講が
OBOGには認められており、後輩である在学生が取り組むタイムリーなセキュリティ
課題のキャッチアップも可能です。

・IISEC Alumni Reunion
IISEC同窓生の交流を目的としたイベントで、
IISEC修了生の方々によるご自身のお仕事や
活動等についての講演会と、在学生、教職員を
交えた懇親会を毎年開催しています。

・就職相談会
実力のある人材は引く手あまたなセキュリティ業界。各企
業で活躍中のOBOGによる就職相談会、業界セミナーを開
催しています。

Human network

Refresh and enrich
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本研究所では、拡大・多様化するIT技術の恩恵を、多くの人々が安心して享受
できるようなセキュアな社会を実現するため、様々な分野の専門家の協力を得て、
セキュリティに関する研究活動を行っています。
研究スタッフには、情報セキュリティに関する技術、経営、法律、倫理等の
スペシャリストを、学界、実業界から招聘して、将来の社会インフラを支える
セキュアシステムに向けた研究開発を強く推進していきます。

情報セキュリティ大学院大学
学長・教授

■ セキュアシステム研究所のプロジェクト

■ Messages

今や世界中でサイバー攻撃被害が相次いでおり、その被害は一個人から
国家レベルまで様々です。その影響範囲は国益にも影響をおよぼしつつ
あります。このような状況に対抗するため、現在国内ではサイバーセキュ
リティの専門家の育成が急務となっています。特にインシデント解析の
ジャンルは、攻撃者の手の内を知る上で重要な技術であるため大変注目
されています。
今後、サイバー攻撃は世界中のサイバー攻撃者により個人～国家レベル
まで益々増大することが予測されます。これらの脅威に対し、一緒に戦
っていける仲間を一人でも増やしていきたいと思います。

セキュア構築、侵入検知システムの導入設計、セキュリティ監視
業務等を経てデジタルフォレンジック業務に携わる。サイバー
攻撃被害の解析や訴訟事件等のデジタル鑑定解析、セキュリ
ティ対策評価等を担当。
著作として「標的型攻撃セキュリティガイド」等がある。

岩井 博樹
株式会社サイント
代表取締役

今や情報セキュテリィは公共施策やビジネスにおいて必須のものとなっ
ているにもかかわらず、急激かつ高度に変化する情報セキュリティの動
向をキャッチアップすることは並大抵のことではありません。しかし、攻
撃する側が機械ではなく人間であることに注目し、彼らの行動や置かれ
ている状況を把握及び理解することにより、本質的な攻撃特性を見出す
ことが可能となります。
そこで、さまざまな環境下で情報セキリティにかかる対処能力を発揮す
ることを求められる方々と、最近の事例の内情や対処の実態を積極的に
共有及び議論させていただきながら、防御側全体の対処能力の向上を実
現させていきたいと思っています。

航空自衛隊プログラム管理隊における防空システム管理業
務やJPCERT/CCにおける早期警戒の実務経験をベース
に、CSIRT構築・運用やサイバー演習の支援などに従事し
ています。最近は、サイバーインテリジェンスに注力して
います。

名和 利男
株式会社サイバーディフェンス研究所
専務理事／上級分析官

所長 後藤 厚宏
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セキュアシステム研究所
Secure System Laboratory

セキュアシステム研究所は、次の５つのプロジェクトにて研究開発活動、調査研究活動を進めています。

客員研究員を代表してお二方からメッセージをいただきました。

１ サイバーセキュリティ
（CS : Cyber Security）プロジェクト

新たな（未知の）セキュリティ脅威への対応するために、サイバーセキュリ
ティの様々な情報収集・分析・交換を通して信頼できる社会基盤作りへの
貢献を目指します。具体的には、次の４つの活動を進めます。

2  セキュリティ国際標準化
（IS: International Standardization）プロジェクト

セキュリティ分野の国際標準化の推進戦略の立案と提言を進めます。
また、国際標準化を担う次世代人材を育成することによって、我が国の
セキュリティ技術による国際標準化に貢献します。

3  セキュリティ人材キャリア開発
（HR: Human Resource）プロジェクト

セキュリティ人材のキャリアデベロップメントに関わる調査・提言を進め
ます。そのために、日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）や情報
セキュリティ教育事業者連絡会（ISEPA）など、セキュリティ人材育成の
関係機関と連携を密にします。

5  航空制御システム
（AC: Aviation Control Systems）プロジェクト

航空業界の専門家と情報セキュリティの専門家が密に議論する研究会活
動を通じて、航空制御のセキュリティ課題について調査研究と提言活動
を進めます。

4  Internetと通信の秘密
（SC: Security in Communications）プロジェクト

ビッグデータ時代のプライバシー、通信の秘密の在り方と法制度、通信
キャリアやクラウドプロバイダーの役割など、通信の秘密とプライバシー
に関する調査・提言を進めます。

 ・情報収集のための新技術の研究を行い、それを用いた独自の情報収
集を進めます。

 ・産官学のセキュリティエキスパートが寄合所（“Cyber security meet 
up”）としての人的な交流の場を作ります。

 ・信頼関係に基づくセキュリティ情報の交換（“Trusted” Cyber Security 
Information eXchange : TSIX）を運営します。

 ・最新セキュリティ技術の評価検証を行います。

情報セキュリティ大学院大学が位置する神奈
川県横浜市は、国際観光都市としてはもちろ
んのこと、新たな産業、ビジネス、文化、芸
術の受発信拠点として日々進化しつづけてい
ます。本学のキャンパスは横浜駅きた西口徒
歩1分の好立地にあり、多彩な商業施設が集
積するこのエリアは、発展著しいみなとみら
い21地区に隣接しています。 29

ゼミ合宿

ホームカミングパーティ

新入生歓迎パーティ

1Fホールでのweekday tea-time
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On partage le même ciel bleu et …
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都内主要ターミナル駅からも好アクセス
○東京～横浜　JR東海道本線　　　　　　　　　　24分
○品川～横浜　京浜急行快速特急（快特）　　　　　17分
○新宿～横浜　JR湘南新宿ライン（横須賀線）　　　32分
○渋谷～横浜　東急東横線・みなとみらい線（特急）　26分
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■学生募集課程概要

情報セキュリティ専攻
博士前期（修士）課程 [2年制]

博士前期（修士）課程 [1年制]

博士後期課程

2年
1年
3年

40名
若干名
8名

情報セキュリティ研究科　　

研究科 専攻　 課程 標準修業年限 募集人員

詳細は本学ウェブサイトでご確認ください。

■入学者選考方法

面接（プレゼンテーションを含む）および志望理由書、学業成績、小論文等出願書類審査を総合して行う
面接（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査を総合して行う
面接（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査を総合して行う
口述試験（プレゼンテーションを含む）および研究計画書等出願書類審査によって、研究能力を総合的に判定する

博士前期（修士）課程 [2年制]　　

博士前期（修士）課程 [1年制]

博士後期課程

一般入試
社会人入試

学生募集要項、入学願書等は本学ウェブサイトよりダウンロードできます。また、大学院説明会、オープンキャンパス等の入試イベントについての情報も随時ウェブサイト上でご案内していますので、あわせてご覧ください。

　http: // www.iisec.ac.jp/

〒221- 0835　神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-14-1　お問い合わせ先　045-311-7784　iisec@iwasaki.ac.jp

（横浜駅きた西口より徒歩1分）

相鉄岩崎学園ビル

横浜駅 きた西口

西口

高島屋

東京方面→

JR線・東急線・京浜急行線

←大船 横須賀方面

情報セキュリティ
大学院大学

横浜ベイ
シェラトンホテル
＆タワーズ

ヨドバシ
カメラ

天理ビル

モアーズ

鶴屋橋

（岩崎学園横浜西口3号館）
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